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第
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節　

出
発
点
：
法
律
効
果
の
再
設
定

現
在
の
少
年
司
法
実
務
で
は
、
非
行
事
実
と
要
保
護
性
が
少
年
審
判
の
対
象
で
、
保
護
処
分
決
定
（
二
四
条
）
が
そ
の
法
律
効
果（（
（

で
あ

り
［
非
行
事
実
重
視
説
ま
た
は
非
行
重
視
説（

（
（

］（
（
（

、
要
保
護
性
概
念
は
、
保
護
処
分
賦
課
の
要
件
の
一
つ
と
し
て
、
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非

行
性
）、
矯
正
可
能
性
、
保
護
相
当
性
と
い
う
三
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
解
す
る
見
解
［
三
要
素
説
］（

（
（

が
支
配
的
で
あ
る（（
（

。
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し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
通
説
的
見
解
に
対
し
て
、
家
庭
裁
判
所
の
選
別
作
用
を
考
慮
に
入
れ
た
場
合
に
、
必
ず
し
も
非
行
す
べ
て
が
当
然

に
保
護
処
分
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と（（
（

、
ま
た
、
特
に
、
審
判
不
開
始
決
定
（
一
九
条
一
項
）、
不
処
分
決
定
（
二
三
条
二
項
）
を

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
難
点
が
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る（（
（

。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
法
律
効
果
は
、
保

護
処
分
決
定
だ
け
で
は
な
く
、
児
童
相
談
所
長
送
致
決
定
（
一
八
条
一
項
）、
検
察
官
送
致
決
定
（
二
〇
条
）、
審
判
不
開
始
決
定
、
不
処
分

決
定
ま
で
含
む
国
家
的
保
護
一
般
で
あ
る
と
す
る
見
解（（
（

が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
き
た（

（
（

。（
（1
（

こ
の
見
解
の
特
徴
は
、
調
査
・
審
判
過
程
が
終
局

決
定
に
向
け
ら
れ
た
手
続
過
程
で
あ
る
と
同
時
に
保
護
過
程
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
年
保
護
事
件
が
家
庭
裁
判
所
に
係
属
す
る
と
と
も

に
国
家
に
よ
る
抽
象
的
保
護
権
（
本
来
的
保
護
の
可
能
性
）
が
発
生
し（（1
（

（
国
家
的
保
護
を
開
始
し（

（1
（

）、
そ
の
進
行
中
に
手
続
段
階
に
応
じ
て
暫

定
的
な
保
護
権
の
現
実
化
が
な
さ
れ（（1
（

、
そ
し
て
、
選
別
機
関
で
あ
る
家
庭
裁
判
所
が
右
に
列
挙
し
た
国
家
的
保
護
一
般
の
終
局
決
定
を
す

る
と
解
す
る
こ
と
に
あ
る（（1
（

。
特
に
、
調
査
・
審
判
段
階
に
お
い
て
、
暫
定
的
な
保
護
権
の
現
実
化
と
し
て
、
教
育
的
・
福
祉
的
な
働
き
か

け
（
以
下
で
は
、「
保
護
的
措
置（

（1
（

」
と
す
る
。）
が
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
目
的
で
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
要
保
護
性
が
解
消
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
の
で
あ
る
。
平
成
二
九
年
の
司
法
統
計
年
報
（
少
年
編
）
に
よ
れ
ば
、
保
護
的
措
置
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る

審
判
不
開
始
決
定
や
不
処
分
決
定
が
な
さ
れ
た
割
合
は
一
般
保
護
事
件
の
終
局
総
人
員
中
五
一
・
三
％
（
一
二
、六
一
六
人
）
で
あ
っ
て（（1
（

、
全

終
局
決
定
の
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
保
護
の
観
点
か
ら
無
視
で
き
な
い
。

保
護
処
分
賦
課
の
要
件
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
こ
れ
ま
で
の
要
保
護
性
の
概
念
に
関
し
、
近
年
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て

い
る（（1
（

。
第
一
は
、
保
護
処
分
以
外
の
措
置
・
処
分
を
含
む
処
遇
選
択
の
全
体
的
構
図
が
描
け
な
い
こ
と（（1
（

、
第
二
は
、
協
働
と
い
う
発
想
が

出
て
こ
な
い
こ
と（（1
（

、
第
三
は
、「
保
護
の
民
間
性
」
の
視
点
が
入
っ
て
こ
な
い
こ
と（（2
（

、
第
四
は
、
不
処
分
の
積
極
的
な
意
味
づ
け
が
な
さ

れ
な
い
こ
と（（2
（

、
第
五
は
、
調
査
段
階
に
お
い
て
活
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
（
調
査
段
階
に
お
い
て
こ
そ
重
要
な
も
の
で
あ
る
）
と
い
う
こ
と（（2
（

で
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あ
る
。
前
述
の
通
り
、
調
査
段
階
に
限
ら
ず
、
審
判
段
階
に
お
い
て
も
、
保
護
的
措
置
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
不
処
分
決
定

を
す
る
こ
と
が
全
終
局
決
定
の
な
か
で
比
較
的
多
く
の
割
合
を
占
め
る
こ
と
な
ど
も
勘
案
す
る
と
、
審
判
段
階
の
、
特
に
処
遇
選
択
で
の

活
用
を
想
定
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
要
保
護
性
概
念
の
再
考
が
必
要
だ
と
す
る
指
摘
に
は
賛
同
す
る
。
論
者
は
、
特
に
「
地

域
の
な
か
の
社
会
資
源
を
活
用
し
た
保
護
的
措
置
の
可
能
性
」
が
念
頭
に
あ
る
と
解
さ
れ
る（（2
（

が
、（
も
っ
と
も
、筆
者
は
、調
査
段
階
の
ほ
か
に
、

後
述
す
る
よ
う
に
通
告
（
通
報
）
段
階
で
の
こ
と
も
特
に
強
調
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
見
解
を
若
干
異
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、）
地
域
の
社

会
資
源
を
活
用
し
た
保
護
的
措
置
の
実
行
は
、
修
復
的
司
法
の
導
入
を
主
張
す
る
筆
者（（2
（

に
お
い
て
も
同
感
で
あ
り
、
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
五
つ
の
問
題
点
は
筆
者
も
共
有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

仮
に
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
要
保
護
性
概
念
は
、
選
別
機
関
で
あ
る
家
庭
裁
判
所
が
国
家
的
保
護
一
般
の
終
局
決
定
を
選

択
す
る
た
め
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
調
査
・
審
判
段
階
に
お
い
て
、
暫
定
的
な
保
護
権
の
現
実
化
と
し
て
、
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る

目
的
で
な
さ
れ
る
（
地
域
の
社
会
資
源
を
も
活
用
し
た
）
保
護
的
措
置
を
選
択
し
、
実
行
す
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
、本
稿
で
は
、初
期
設
定
に
お
い
て
、法
律
効
果
を
保
護
処
分
決
定
（
二
四
条
）、児
童
相
談
所
長
送
致
決
定
（
一
八
条
一
項
）、

検
察
官
送
致
決
定
（
二
〇
条
）、
審
判
不
開
始
決
定
（
一
九
条
一
項
）、
不
処
分
決
定
（
二
三
条
二
項
）
ま
で
含
む
国
家
的
保
護
一
般
で
あ
る
と

す
る
立
場
に
依
拠
し
て
議
論
を
開
始
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
節　

目
的
（
一
）：
一
般
国
民
に
よ
る
了
解
可
能
性

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
、
少
年
保
護
事
件
が
家
庭
裁
判
所
に
係
属
す
る
と
と
も
に
、
抽
象
的
保
護
権
（
本
来
的
保
護
の
可
能
性
）
が
発
生

し
（
国
家
的
保
護
を
開
始
し
）、
そ
の
進
行
中
に
手
続
段
階
に
応
じ
て
（
地
域
の
社
会
資
源
を
も
活
用
し
た
）
暫
定
的
な
保
護
権
の
現
実
化
が
な
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さ
れ
、
選
別
機
関
で
あ
る
家
庭
裁
判
所
が
国
家
的
保
護
の
終
局
決
定
を
す
る
と
い
う
考
え
方
を
採
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
非
行
の
嫌
疑
が

あ
る
少
年
は
、
現
在
の
少
年
法
が
全
件
送
致
主
義
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
て
、
発
見
さ
れ
た
段
階
で
要
保
護
性
が
推
定
さ

れ
（
（2
（

、
選
別
機
関
で
あ
る
家
庭
裁
判
所
に
す
べ
て
送
致
さ
れ
る
の
が
手
続
上
正
当
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
（
少
年
法
四
一
条
前
段
、
四
二

条
前
段
参
照
）。
し
か
し
な
が
ら
、
実
態
と
し
て
は
そ
の
よ
う
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
家
庭
裁
判
所
に
係
属
す
る
以
前
の
段
階
で
か
な
り
選

別
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
証
左
の
一
つ
と
し
て
、た
と
え
ば
、学
校
の
管
理
下
に
お
け
る
暴
力
行
為
（
以
下
、「
校
内
暴
力
」

と
す
る
。）
の
発
生
件
数
は
、
二
〇
〇
八
年
度
（
平
成
二
〇
年
度
）
以
降
ほ
ぼ
五
万
件
台
で
推
移
し
て
い
る（（2
（

の
だ
が
、
事
件
化
さ
れ
た
校
内

暴
力
は
、
だ
い
た
い
一
千
件
程
度
に
過
ぎ
ず
、
二
〇
一
五
年
度
（
平
成
二
七
年
度
）
以
降
は
一
千
件
を
下
回
り
、
二
〇
一
六
年
度
（
平
成

二
八
年
度
）
は
わ
ず
か
八
三
二
件
に
過
ぎ
な
か
っ
た（（2
（

と
い
う
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る（（2
（

。
少
年
法
四
一
条
前
段
、四
二
条
前
段
は
、「
少

年
の
被
疑
事
件
に
つ
い
て
捜
査
を
遂
げ
た
結
果
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
校
内
暴
力
の
多
く
が
捜
査
さ
れ
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち

事
件
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
、
二
つ
の
推
測
が
成
り
立
つ
。
一
つ
は
事
件
化
の
段
階
で
捜
査
機
関
が
選
別
し

て
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
通
告
（
通
報
）
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

少
年
法
は
、「
家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
付
す
べ
き
少
年
」
を
発
見
し
た
国
民
一
般
に
家
庭
裁
判
所
に
通
告
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い

る
（
六
条
一
項
）。
こ
の
条
項
は
、
一
般
国
民
が
家
庭
裁
判
所
に
直
接
通
告
す
る
こ
と
を
予
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
捜
査
機

関
へ
の
通
報
を
促
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う（（2
（

。
だ
が
近
年
は
、
そ
れ
ら
が
有
名
無
実
化
し
て
い
る
の
で
あ
る（（3
（

。

少
年
法
六
条
一
項
は
、
非
行
少
年
一
般
の
通
告
義
務
を
規
定
し
て
い
る
が
、
手
続
上
、
触
法
少
年
と
一
四
歳
未
満
の
ぐ
犯
少
年
に
つ
い

て
は
、
児
童
福
祉
機
関
先
議
の
原
則
（
三
条
二
項
）
に
よ
り
、
ま
ず
は
福
祉
事
務
所
か
児
童
相
談
所
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
児
童
福

祉
法
二
五
条
一
項
）（

（3
（

、
ま
た
、
一
四
歳
以
上
一
八
歳
未
満
（
児
童
福
祉
法
四
条
一
項
）
の
ぐ
犯
少
年
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
は
、
ま
ず
は
児
童
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一
三
七

福
祉
法
に
よ
る
措
置
に
ゆ
だ
ね
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合（（3
（

に
は
、
直
接
児
童
相
談
所
に
通
告
す
る
こ
と
が
で
き
（
六
条
二

項
）（

（3
（

、
そ
の
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、「
都
道
府
県
知
事
又
は
児
童
相
談
所
長
か
ら
送
致
を
受
け
た
と
き
に
限
り
」（
三
条
二
項
）、
審

判
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る（（3
（

。
な
お
、
通
告
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、「
審
判
に
付
す
べ
き
少
年
」
で
あ
る
と
い
う
一
応

の
合
理
的
心
証
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
事
件
を
受
理
す
る
（
八
条
一
項
）。
こ
こ
で
教
科
書
的
な
基
本
確
認
を
し
た
意
図
は
、通
告
（
通
報
）

に
お
い
て
も
、児
童
福
祉
法
に
お
け
る
通
告
義
務
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
必
要
性
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
児
童
福
祉
法
二
五
条
一
項
は
「
要
保
護
児
童
を
発
見
し
た
者
」
と
規
定
し
て
、（
少
年
法
と
同
様
に
）
国
民
一
般
に
通
告
義
務

を
課
し
て
、
要
保
護
性
の
判
断
も
要
求
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
と
の
整
合
性
を
考
え
る
と
、
少
年
法
が
、
六
条
一
項
で
要
保
護
性

に
つ
い
て
明
示
的
に
規
定
し
て
い
な
く
て
も
、
一
般
国
民
に
、
あ
る
程
度
の
要
保
護
性
の
判
断
を
要
求
し
て
い
る
と
解
す
る
方
が
正
当
な

の
だ
と
思
わ
れ
る（（3
（

。
否
、
少
年
法
六
条
一
項
及
び
八
条
一
項
が
「
審
判
に
付
す
べ
き
少
年
」
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ

る
審
判
対
象
論
と
無
関
係
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
要
保
護
性
も
関
係
す
る
は
ず
な
の
で
あ
る（（3
（

。

仮
に
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
要
保
護
性
概
念
は
、
一
般
国
民
に
も
了
解
可
能
な
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
規
範
上
要
求
さ
れ
る
と
解
さ

れ
る
こ
と
に
な
る（（3
（

の
だ
が
、
通
説
的
見
解
の
要
保
護
性
概
念
は
、
一
般
国
民
に
は
と
て
も
難
解
な
法
律
概
念
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
（
（3
（

。
一
般
国
民
か
ら
見
て
、
何
を
基
準
に
し
て
矯
正
が
可
能
で
あ
り
、
保
護
が
相
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
（
そ
も
そ
も
、

筆
者
を
含
め
た
一
般
国
民
は
、
通
告
（
通
報
）
す
る
際
に
、
矯
正
可
能
性
や
保
護
相
当
性
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
〔
判
断
す
る
必
要

も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
〕）。
現
在
は
、
一
般
国
民
に
了
解
可
能
な
形
で
説
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
く
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
一
般
国
民
が

通
告
（
通
報
）
す
る
場
合
に
、
判
断
し
や
す
い
形
に
も
な
っ
て
い
な
い
。
少
年
法
は
、
裁
判
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る
以
前
か
ら
国
民
一
般

に
対
し
て
通
告
義
務
を
課
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
で
要
求
さ
れ
る
要
保
護
性
概
念
は
、
一
般
国
民
に
も
了
解
可
能
な
形
と
な
っ



一
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て
い
る
こ
と
が
規
範
上
要
求
さ
れ
る
。

通
説
的
見
解
に
立
つ
と
、
通
告
（
通
報
）
段
階
と
調
査
・
審
判
段
階
と
で
同
一
の
要
保
護
性
概
念
を
採
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
も
そ
も

同
一
の
判
断
を
必
要
と
す
る
の
か
を
改
め
て
考
え
て
み
る
必
要
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
通
告
（
通
報
）
す
る
一
般
国
民
の
立
場
と
選
別
機

関
で
あ
る
家
庭
裁
判
所
の
立
場
と
で
は
、
要
保
護
性
の
判
断
が
区
別
さ
れ
て
も
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る（（3
（

。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

ま
ず
第
一
の
問
題
設
定
と
し
て
、
一
般
国
民
か
ら
の
了
解
可
能
性
と
い
う
レ
ン
ズ
（
視
点
）
か
ら
、
要
保
護
性
概
念
を
構
成
す
る
三
要
素

を
評
価
し
た
い
と
思
う
。
特
に
、
通
告
（
通
報
）
段
階
と
調
査
・
審
判
段
階
を
議
論
上
区
別
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
の
要
否
を

評
価
し
た
い
と
思
う
。

第
三
節　

目
的
（
二
）：
被
害
者
へ
の
謝
罪
や
被
害
の
修
復
に
関
す
る
位
置
づ
け

と
こ
ろ
で
、
通
説
的
見
解
が
形
成
さ
れ
た
頃
の
少
年
司
法
実
務
に
お
い
て
は
、
被
害
者
の
問
題
は
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た（（4
（

。

そ
の
理
由
は
、
少
年
保
護
手
続
に
お
い
て
は
、
非
行
少
年
の
性
格
や
保
護
環
境
等
の
調
査
・
分
析
に
主
眼
が
置
か
れ
て
き
た
た
め
で
あ
り
、

被
害
者
へ
の
謝
罪
や
被
害
の
修
復
に
関
し
て
は
、
保
護
者
の
監
護
能
力
や
保
護
環
境
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る（（4
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
少
年
司
法
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
年
）
に
少
年
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
〔
被
害
者
等
に
よ
る
記
録
の
閲
覧

及
び
謄
写
（
五
条
の
二
）、被
害
者
等
の
申
出
に
よ
る
意
見
の
聴
取
（
九
条
の
二
）、被
害
者
等
に
対
す
る
審
判
結
果
等
の
通
知
（
三
一
条
の
二
）

を
導
入
〕
を
皮
切
り
に
、
二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
年
）
の
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
の
制
定
、
二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
年
）
の
更
生
保
護

法
の
制
定
〔
被
害
者
等
の
意
見
等
の
聴
取
（
三
八
条
、
四
二
条
）、
被
害
者
等
の
心
情
等
の
伝
達
（
六
五
条
）
を
導
入
し
た
ほ
か
、
実
務
に
お

い
て
、
被
害
者
等
へ
の
通
知
や
相
談
・
支
援
を
導
入
〕、
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
年
）
の
少
年
法
の
改
正
〔
被
害
者
等
に
よ
る
少
年
審
判



一
三
九

少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
の
再
構
成
（
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田
）

の
傍
聴
（
二
二
条
の
四
）、
被
害
者
等
に
対
す
る
説
明
（
二
二
条
の
六
）
を
導
入
〕
な
ど
に
よ
っ
て
、
少
年
司
法
に
お
け
る
被
害
者
の
立
場
が

整
備
さ
れ
、
支
援
が
拡
充
さ
れ
て
き
た（（4
（

。

そ
れ
に
伴
い
、
少
年
司
法
実
務
も
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た
。
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
社
会
調
査
（
少
年
法
八
条
）
の
一
部
と

し
て
被
害
者
調
査（（4
（

が
実
施
さ
れ
、
拡
大
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る（（4
（

。
被
害
者
調
査
は
、
少
年
に
よ
る
事
件
が
ど
の
よ
う
な
事
態
を
引
き
起
こ
し
、

被
害
者
等
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
な
ど
を
確
認
し
て
、
家
庭
裁
判
所
が
事
件
の
実
態
や
本
質
に
鋭
く
迫
る
た
め
に
行
う
も

の
で
あ
り
（
被
害
実
態
の
把
握
と
し
て
の
側
面
）、
ま
た
、
そ
の
結
果
を
少
年
や
保
護
者
に
伝
え
て
、
自
ら
の
責
任
を
自
覚
さ
せ
る
た
め
に
利

用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
保
護
的
措
置
と
し
て
の
側
面（

（4
（

）（
（4
（

。
少
年
が
自
ら
の
非
行
事
実
を
認
識
し
、
自
責
の
念
を
表
し
た
場
合
に
は
、
被
害

者
へ
の
謝
罪
や
被
害
の
修
復
を
働
き
か
け
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う（（4
（

。
ま
た
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
行
わ
れ
て
い
る
被

害
者
衝
撃
パ
ネ
ル
（V

ictim
 Im

pact Panel,V
IP

）
に
着
想
を
得
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
型
保
護
的
措
置
で
あ
る
「
被
害
を
考
え
る
教
室
」
が

家
庭
裁
判
所
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る（（4
（

。
こ
れ
は
、
実
際
に
犯
罪
被
害
を
受
け
た
被
害
者
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
に
招
き
、
少
年
や
保
護
者
に
対
し
て
そ
の
体
験
を
話
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、
少
年
は
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
や
討
論
を
行
い
、
保
護
者
は

別
室
で
保
護
者
会
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る（（4
（

。
こ
の
よ
う
に
、
家
庭
裁
判
所
で
は
、
調
査
・
審
判
段
階
で
も
積
極
的
に
被
害
者
の
問
題

を
取
り
上
げ
て
、
少
年
に
被
害
者
の
心
情
を
理
解
さ
せ
、
自
分
の
非
行
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
機
会
を
与
え
る
と
と
も
に
、
被
害
者
へ
の

謝
罪
や
被
害
の
修
復
を
働
き
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
年
）
の
改
正
で
、
少
年
法
二
二
条
一
項
に
「
内
省
を
促
す
」
と
い
う
文
言
が
挿
入
さ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
を
裏

づ
け
る
も
の
と
言
え
よ
う（（5
（

。
内
省
の
主
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、「
被
害
者
、
そ
の
家
族
や
親
し
い
人
々
に
与
え
た
被
害
、

苦
し
み
、
嘆
き
」、「
地
域
社
会
に
与
え
た
被
害
と
反
応
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（（5
（

。
被
害
者
の
問
題
を
調
査
・
審
判
段
階
で
取
り
上
げ
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る
こ
と
に
関
し
、
代
表
的
な
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
で
も
、「
少
年
は
他
人
の
尊
厳
を
も
尊
重
し
、
そ
の
権
利
と
両
立
す
る
仕
方
で
行
動
で
き

る
社
会
人
と
し
て
の
立
直
り
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
非
行
の
結
果
、
被
害
者
に
及
ぼ
し
た
損
害
・
痛
み
・
迷
惑

な
ど
を
実
感
・
認
識
し
、
行
為
の
社
会
的
な
影
響
・
評
価
を
十
分
理
解
し
て
内
省
を
深
め
、
他
人
の
気
持
に
共
感
し
、
そ
の
不
快
・
嫌
悪

感
、
悲
し
み
、
苦
し
み
、
迷
惑
な
ど
を
理
解
・
共
感
し
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
、
償
う
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
・
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
少
年
自
身
に
被
害
者
に
対
す
る
謝
罪
・
賠
償
な
ど
を
直
接
行
わ
せ
る
こ
と
も

有
効
・
必
要
で
あ
る
。（
被
害
者
に
そ
れ
に
対
す
る
応
否
の
選
択
を
保
障
す
る
こ
と
が
不
可
欠
の
前
提
と
な
る
。
拒
絶
さ
れ
た
場
合
に
は
謝
罪
・
賠
償

す
ら
許
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
を
少
年
に
十
分
自
覚
さ
せ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
）。
こ
の
よ
う
に
被
害
者
の
問
題
は
少
年
の
教
育
・
健
全
育
成
の

観
点
か
ら
も
調
査
・
審
判
に
お
い
て
よ
り
積
極
的
に
取
上
げ
、
処
遇
選
択
に
お
い
て
も
反
映
さ
せ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
」（

（5
（

と
い
っ
た
肯
定

的
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

処
遇
段
階
に
も
目
を
向
け
る
と
、
少
年
院
で
は
、
生
活
指
導
で
「
被
害
者
心
情
理
解
指
導
」
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
個
々
の
在
院
者
の
問

題
性
ま
た
は
事
情
に
応
じ
た
特
定
生
活
指
導
の
一
つ
と
し
て
「
被
害
者
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
教
育
」
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
（
（5
（

。
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
六
年
）
に
制
定
さ
れ
た
新
少
年
院
法
に
お
い
て
、「
善
良
な
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
た
生
活
を
営
む
た
め

の
基
礎
と
な
る
知
識
及
び
生
活
態
度
を
習
得
さ
せ
る
た
め
必
要
な
生
活
指
導
」（
二
四
条
一
項
）
を
行
う
に
あ
た
り
、「
犯
罪
又
は
刑
罰
法

令
に
触
れ
る
行
為
に
よ
り
害
を
被
っ
た
者
及
び
そ
の
家
族
又
は
遺
族
の
心
情
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
低
い
こ
と
」（
同
条
三
項
一
号
）

な
ど
の
改
善
に
資
す
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
三
項
）
と
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
裏
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
処
遇
段
階
に

お
い
て
も
、
少
年
の
健
全
育
成
の
観
点
か
ら
、
し
ょ
く
罪
指
導
と
罪
障
感
を
覚
醒
さ
せ
る
指
導
を
徹
底
し
て
、
被
害
者
へ
の
謝
罪
や
被
害

の
修
復
へ
と
つ
な
げ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
が
、
現
在
の
少
年
司
法
実
務
の
方
向
性
で
あ
る
と
解
さ
れ
る（（5
（

。
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少
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概
念
の
再
構
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（
柴
田
）

少
年
司
法
で
は
、
暫
定
的
な
保
護
権
の
現
実
化
が
な
さ
れ
る
調
査
・
審
判
段
階
と
、
具
体
的
な
保
護
権
の
現
実
化
が
な
さ
れ
る
処
遇
段

階
と
で
は
、
保
護
権
行
使
の
度
合
い
は
異
な
る
に
せ
よ
、
内
省
を
促
し
（
少
年
法
二
二
条
一
項
）、
し
ょ
く
罪
と
罪
障
感
の
覚
醒
を
図
り
、

さ
ら
に
は
、
被
害
者
へ
の
謝
罪
や
被
害
の
修
復
へ
と
つ
な
げ
る
よ
う
働
き
か
け
る
と
い
う
方
向
性
は
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
よ
っ
て

少
年
司
法
全
体
の
方
向
性
で
あ
る
の
だ
と
言
え
よ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
被
害
者
の
問
題
が
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
頃
に

形
成
さ
れ
た
要
保
護
性
概
念
は
改
め
て
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
第
二
の
問
題
設
定
と
し
て
、
被
害
者
へ
の
謝
罪

や
被
害
の
修
復
と
の
整
合
性
と
い
う
レ
ン
ズ
（
視
点
）
か
ら
、
要
保
護
性
概
念
を
構
成
す
る
三
要
素
を
評
価
し
た
い
と
思
う
。

第
四
節　

本
稿
の
方
法

以
下
で
は
、
現
代
の
少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
な
の
か
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
要
保
護
性

概
念
を
構
成
す
る
三
つ
の
要
素
（
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）、
矯
正
可
能
性
、
保
護
相
当
性
）
を
当
時
の
主
張
に
い
ま
一
度
立
ち
返
っ
て
丁

寧
に
再
確
認
し
た
上
で
、
そ
の
意
義
を
再
検
討
す
る
と
い
う
方
法
を
採
る
。
再
検
討
す
る
際
は
、
特
に
、
本
稿
が
掲
げ
る
二
つ
の
レ
ン
ズ

（
視
点
）、
第
一
の
レ
ン
ズ
［
通
告
（
通
報
）
段
階
及
び
調
査
・
審
判
段
階
で
の
要
否
］
と
、
第
二
の
レ
ン
ズ
［
被
害
者
へ
の
謝
罪
や
被
害

の
修
復
と
の
関
係
性
］
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
要
保
護
性
概
念
の
再
構
成
を
図
る
こ
と
と
し
た
い
と
思

う
。



一
四
二

第
二
章 

三
要
素
の
再
検
討

第
一
節　

犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）

第
一
項　

意
義
の
再
確
認

犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
に
つ
い
て
、
一
要
素
説
〔
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
の
み
〕
に
立
つ
入
江
正
信
は
、「
…
…
〔
略
〕

…
…　

さ
て
、
要
保
護
性
の
概
念
を
現
行
少
年
法
の
も
と
で
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
か
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
非

行
の
裏
打
が
必
要
に
な
つ
て
く
る
。
即
ち
、
要
保
護
性
は
非
行
再
演
の
虞
れ
は
少
年
法
第
一
条
が
準
拠
す
る
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
性
格
と

環
境
に
お
い
て
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。」（

（5
（

と
言
及
し
た
上
で
、「
要
保
護
性
と
は
、
将
来
の
触
法
行
為
の
要
因
と
し
て
の

現
在
の
個
性
並
び
に
環
境
の
相
関
的
異
常
状
態
で
あ
る
。」（

（5
（

と
定
義
し
た
。
そ
の
意
義
に
関
し
て
は
、
同
じ
く
一
要
素
説
に
立
つ
今
中
道

信
が
、「
我
国
の
現
在
の
少
年
保
護
機
構
の
中
に
お
い
て
、家
庭
裁
判
所
に
附
与
せ
ら
れ
て
い
る
立
場
は
頗
る
刑
事
政
策
的
な
も
の
で
あ
る
。

放
任
さ
れ
た
（N

eglected

）
少
年
や
保
護
を
要
す
る
（D

ependent

）
少
年
は
少
年
法
の
対
象
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
少
年
審
判
は
『
犯

罪
的
危
険
』
の
あ
る
少
年
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
個
性
と
環
境
に
つ
い
て
科
学
的
な
調
査
（
法
第
九
条
）
を
遂
げ
、
そ
の
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
イ
に
属
す
る
『
犯
罪
的
危
険
性
』
の
所
在
及
び
要
因
を
診
断
し
、
こ
れ
を
謙
虚
に
、
除
去
し
得
べ
き
方
法
を
判
定
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
。」（

（5
（

、「
右
の
『
犯
罪
的
危
険
性
』
は
し
か
し
、
刑
事
政
策
の
伝
統
的
な
用
語
と
同
一
で
は
な
い
。
少
年
審
判
の
理
論
よ
り
衡
平

法
的
な
視
点
を
払
拭
し
去
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
意
味
で
『
要
保
護
性
』
な
る
観
念
を
代
置
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
。」（

（5
（

と
説
明
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
に
沿
っ
て
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
と
は
、
後
述
す
る
畠
山
勝
美
の
言
葉
を
借
り
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少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
の
再
構
成
（
柴
田
）

れ
ば
、「
個
人
の
素
質
と
環
境
と
の
相
互
作
用
関
係
か
ら
複
合
的
に
生
成
さ
れ
た
人
格
の
反
社
会
的
性
状
」（

（5
（

、
す
な
わ
ち
「
非
行
反
復
の
人

格
的=
環
境
的
危
険
性
」（

（6
（

で
あ
り
、
こ
の
概
念
の
意
義
は
、
科
学
的
調
査
（
九
条
）
に
よ
っ
て
そ
れ
を
診
断
し
て
、
除
去
す
る
方
法
を
判

定
す
る
と
い
う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
行
動
科
学
の
見
地
か
ら
国
家
的
保
護
と
の
適
合
性
を
分
析
す
る
の
が
犯

罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
の
機
能
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
三
要
素
説
に
立
つ
平
井
哲
雄
は
、
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
に
関
し
て
、「
累
非
行
性
は
要
保
護
性
の
第
一
の
要
素
で
あ

る
。」（

（6
（

と
位
置
づ
け
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
る
。「
非
行
は
倫
理
的
不
調
人
格
の
体
現
で
あ
り
、
し
か
も
非
行
体
験
に
よ
つ

て
人
格
は
自
己
形
成
を
行
う
。
然
し
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
、
過
去
に
お
い
て
非
行
が
あ
れ
ば
当
然
に
累
非
行
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
非
行
体
験
は
必
ず
し
も
常
に
累
非
行
性
を
生
み
又
は
こ
れ
を
進
捗
さ
せ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
非
行
体
験
に
は
倫

理
的
情
操
の
は
た
ら
き
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
捜
査
手
続
、
保
護
手
続
が
そ
の
過
程
に
お
い
て
倫
理
的
教
化
の

機
能
を
営
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
悔
悟
の
念
は
累
非
行
性
を
消
滅
さ
せ
る
は
た
ら
き
を
も
つ
。
累
非
行
性
を
消
滅
さ
せ
る
も

の
と
し
て
環
境
の
変
化
を
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
又
そ
れ
以
前
の
問
題
と
し
て
、
た
と
い
非
行
が
あ
つ
て
も
、
そ
れ
が
心
神
喪
失
の
状
態
に
お

い
て
な
さ
れ
た
と
き
、
故
意
に
よ
る
も
の
で
な
い
と
き
等
に
お
い
て
は
累
非
行
性
の
な
い
場
合
も
あ
ろ
う
。
過
失
に
よ
る
と
き
お
よ
び
過

失
に
よ
る
も
の
で
な
い
と
き
に
も
累
非
行
性
の
な
い
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
か
よ
う
な
場
合
に
は
要
保
護
性
が
阻
却
さ
れ
る
。」（

（6
（

と
す
る
。

こ
の
説
明
か
ら
は
、
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
の
意
義
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
入
江
や
今
中
の
見
解
と
は
多
少
異
な
る
よ
う

に
思
え
る
の
だ
が
、
た
だ
、
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
捜
査
過
程
や
保
護
過
程
に
お
い
て
倫
理
的
教
化
機
能
を
有
す
る
と
い
う
形
で
保
護

的
措
置
の
意
義
を
認
め
、
悔
悟
の
念
や
環
境
の
変
化
が
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
を
低
下
さ
せ
、
要
保
護
性
の
解
消
（
阻
却
）
に
つ
な

が
る
旨
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
勘
案
す
る
と
、
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
は
、
少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
の
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基
底
的
な
要
素
で
あ
り
、
す
べ
て
の
過
程
に
通
底
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
二
項　

意
義
の
再
検
討

（
一
）　

再
定
義

―
保
護
欠
如
性
と
の
関
係
（
リ
ス
ク
要
因
の
増
大
・
保
護
要
因
の
低
下
）

以
上
の
よ
う
に
、犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
と
は
、こ
れ
ま
で
「
非
行
反
復
の
人
格
的=

環
境
的
危
険
性
」
と
定
義
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
れ
に
関
連
し
て
、
畠
山
勝
美
が
、
次
の
よ
う
な
整
理
を
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
要
保
護
性
と

い
う
も
の
は
非
行
の
あ
る
少
年
に
対
し
国
の
保
護
を
要
す
る
か
ど
う
か
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
非
行
の
あ
る
少
年
と
い
う
の
は
『
非
行
事

実
』
の
あ
る
少
年
で
、
か
つ
非
行
に
至
る
人
格
的
性
状
を
も
つ
た
少
年
す
な
わ
ち
非
行
性
の
あ
る
少
年
を
指
す
の
で
あ
る
。
従
来
の
見
解

は
『
非
行
の
あ
る
少
年
』
の
実
体
的
概
念
と
『
国
家
的
保
護
の
必
要
性
』
と
い
う
処
遇
上
の
概
念
を
混
同
し
、
両
者
を
含
め
、
あ
る
い
は

前
者
を
も
つ
て
要
保
護
性
で
あ
る
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
前
者
は
非
行
性
（
ま
た
は
将
来
的
危
険
性
・
再
犯
危
険
性
）
で
、
後
者
を
要
保

護
性
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
非
行
性
が
あ
る
か
ら
と
い
つ
て
必
ず
し
も
国
の
保
護
を
要
す
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
つ
て
、
非
行
性
と
は

別
個
に
要
保
護
性
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
非
行
性
と
い
う
の
は
個
人
の
素
質
と
環
境
と
の
相
互
作
用
関
係
か
ら

複
合
的
に
生
成
さ
れ
た
人
格
の
反
社
会
的
性
状
で
あ
つ
て
、
非
行
反
復
の
人
格
的=

環
境
的
危
険
性
を
い
う
。
従
来
の
用
語
と
の
関
連

か
ら
、
右
非
行
性
と
要
保
護
性
を
含
め
た
も
の
を
広
義
の
要
保
護
性
、
非
行
性
に
対
す
る
要
保
護
性
を
狭
義
の
要
保
護
性
と
呼
ぶ
こ
と
と

す
る
。
…
…
〔
略
〕
…
…
こ
の
狭
義
の
要
保
護
性
の
概
念
は
現
在
の
保
護
状
態
は
放
任
で
き
ず
、
国
家
と
し
て
な
ん
ら
か
の
保
護
を
要
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
保
護
欠
如
性
を
含
む
概
念
で
あ
る
。」（

（6
（

と
す
る
。

と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
、
要
保
護
性
概
念
が
「『
非
行
反
復
の
人
格
的=
環
境
的
危
険
性
』＋『
保
護
欠
如
性
』」
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
関
し
て
は
判
断
を
留
保
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、「
非
行
反
復
の
人
格
的=

環
境
的
危
険
性
」
に
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少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
の
再
構
成
（
柴
田
）

対
し
て
国
家
的
保
護
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
は
、「
非
行
を
抑
止
す
る
保
護
状
態
」（

（6
（

が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
（
保
護
欠
如
性
）
が
関
係
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
最
近
の
議
論
に
関
連
づ
け
て
評
価
し
て
み
る
と
、
人
格
の
反
社
会
的
性
状
に
関
す
る
「
非
行
反
復

の
人
格
的=
環
境
的
危
険
性
」
は
「
リ
ス
ク
要
因
」
に
相
当
し
、
非
行
を
抑
止
す
る
保
護
状
態
は
「
保
護
要
因
」
に
相
当
す
る
。
一
部

に
は
「
環
境
的
危
険
性
＝
保
護
欠
如
性
」
と
い
う
見
解
も
あ
る
が（（6
（

、
一
般
的
に
は
、「
リ
ス
ク
要
因
」
と
「
保
護
要
因
」
は
区
別
さ
れ
る

の
で
あ
り
、
リ
ス
ク
要
因
が
増
大
し
、
保
護
要
因
が
低
下
す
れ
ば
、
広
義
の
意
味
で
の
再
び
非
行
を
す
る
危
険
性
（
非
行
性
）
が
高
ま
る

の
に
対
し
て
、
逆
で
あ
れ
ば
低
く
な
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
は
、
従
来
、「
非
行
反
復
の
人
格
的=

環
境

的
危
険
性
」
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
、
保
護
欠
如
性
と
区
別
さ
れ
て
き
た
が
、
狭
義
の
意
味
で
は
、「
リ
ス
ク
要
因
」
に
相
当
す
る
「
非
行

反
復
の
人
格
的=

環
境
的
危
険
性
」
を
指
す
と
解
さ
れ
る
も
の
の
、
広
義
の
意
味
（
＝
非
行
性
）
で
は
、
こ
れ
に
「
保
護
要
因
」
の
低
下

で
あ
る
「
保
護
欠
如
性
」
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
要
保
護
性
概
念
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る
犯
罪
的

危
険
性
（
累
非
行
性
）
は
、
広
義
の
意
味
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
、「『
非
行
反
復
の
人
格
的=

環
境
的
危
険
性
』＋『
保
護
欠
如
性
』」
と
捉

え
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
を
要
保
護
性
概
念
に
含
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
非
行
事
実
と
結
果
の
重
大
性
に
応
じ
た
保
護
処

分
な
い
し
刑
事
処
分
を
少
年
に
付
す
る
（
保
護
主
義
と
対
比
さ
せ
た
刑
事
政
策
的
考
慮
を
処
分
選
択
に
反
映
さ
せ
る
）
た
め
だ
と
す
る
批
判
（
懸

念
）（

（6
（

も
あ
る（（6
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
非
行
事
実
の
軽
重
と
要
保
護
性
の
程
度
が
基
本
的
に
相
関
す
る
の
だ
と
し
て
も
、
犯
罪
的
危
険
性
（
累

非
行
性
）
だ
け
が
影
響
（
相
関
）
し
て
い
る
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
が
こ
れ
ま
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
は
、
非
行
事
実
の
軽
重
は
、

犯
罪
の
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
動
機
、
経
緯
、
目
的
、
常
習
性
な
ど
の
非
行
に
至
っ
た
背
景
事
実
も
含
ま
れ
、
犯
罪
結
果
と
背
景
事

実
を
総
合
し
て
評
価
す
る（（6
（

こ
と
か
ら
、
そ
の
批
判
（
懸
念
）
は
成
り
立
た
な
い
。
リ
ス
ク
要
因
・
保
護
要
因
と
関
連
さ
せ
て
犯
罪
的
危
険
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性
（
累
非
行
性
）
を
捉
え
直
す
本
稿
の
立
場
に
依
拠
す
れ
ば
、
そ
れ
は
む
し
ろ
行
動
科
学
の
見
地
か
ら
国
家
的
保
護
と
の
適
合
性
を
分
析

す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
批
判
（
懸
念
）
は
あ
た
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
二
）　

二
つ
の
レ
ン
ズ
（
視
点
）
に
よ
る
評
価

で
は
、
再
定
義
し
た
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
に
基
づ
い
て
、
そ
の
意
義
を
二
つ
の
レ
ン
ズ
（
視
点
）
を
通
し
て
評
価
し
て
い
こ
う
。

ま
ず
第
一
の
レ
ン
ズ
（
視
点
）
に
よ
る
評
価
［
通
告
（
通
報
）
段
階
及
び
調
査
・
審
判
段
階
で
の
要
否
］
で
あ
る
が
、
犯
罪
的
危
険
性
（
累

非
行
性
）
は
少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
の
基
底
的
な
要
素
で
あ
る
か
ら
、
調
査
・
審
判
段
階
は
も
と
よ
り
、
通
告
（
通
報
）
段
階

に
お
い
て
も
必
要
で
あ
る
。
一
般
国
民
に
あ
る
程
度
の
要
保
護
性
の
判
断
を
要
求
し
て
い
る
と
解
す
る
本
稿
の
立
場
か
ら
は
、
リ
ス
ク
要

因
・
保
護
要
因
と
捉
え
直
す
こ
と
に
よ
り
、段
階
に
応
じ
た
判
断
指
標
を
作
る
の
に
適
し
て
い
る
と
言
え
る
。
特
に
、私
見
の
よ
う
な
、（
一

般
人
の
通
告
義
務
よ
り
も
一
段
高
い
）
教
員
の
特
別
な
努
力
義
務
を
少
年
法
六
条
に
読
み
込
む
立
場（（6
（

か
ら
は
、
こ
れ
を
も
と
に
、
少
年
司
法

機
関
、
児
童
福
祉
機
関
及
び
学
校
教
育
機
関
が
協
議
し
て
、
実
務
的
な
通
告
（
通
報
）・
介
入
（
保
護
）
レ
ベ
ル
を
策
定
し
、
そ
れ
に
合
わ

せ
た
関
係
機
関
の
支
援
や
保
護
（
介
入
）
の
手
段
を
設
定
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
解
さ
れ
る（（7
（

。

次
に
第
二
の
レ
ン
ズ
（
視
点
）
に
よ
る
評
価
［
被
害
者
へ
の
謝
罪
や
被
害
の
修
復
と
の
整
合
性
］
で
あ
る
が
、（
被
害
者
へ
の
謝
罪
・
被
害

の
修
復
の
前
提
と
な
る
）
悔
悟
の
念
や
被
害
者
へ
の
謝
罪
・
被
害
の
修
復
は
、
基
本
的
に
は
リ
ス
ク
要
因
の
低
下
と
保
護
要
因
の
増
大
に
つ

な
が
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
と
の
整
合
性
が
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
節　

矯
正
可
能
性

第
一
項　

意
義
の
再
確
認



一
四
七

少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
の
再
構
成
（
柴
田
）

矯
正
可
能
性
の
意
義
に
つ
い
て
、
そ
の
概
念
を
提
唱
し
た
裾
分
一
立
は
、「
矯
正
可
能
性
と
は
保
護
処
分
に
よ
る
矯
正
教
育
を
施
す
こ

と
に
よ
つ
て
、
危
険
性
を
除
去
し
う
る
可
能
性
を
い
う
。」（

（7
（

と
定
義
す
る
。
三
要
素
説
に
立
つ
平
井
は
、「
要
保
護
性
の
第
二
の
要
素
は
矯

正
可
能
性
で
あ
る
。」
と
位
置
づ
け
た
上
で
、
裾
分
と
同
様
に
、「
矯
正
可
能
性
と
は
、
保
護
処
分
を
行
う
こ
と
に
よ
り
保
護
の
効
果
を
挙

げ
得
る
見
込
の
あ
る
こ
と
を
い
う
。
保
護
処
分
に
よ
つ
て
累
非
行
性
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
の
可
能
性
で
あ
る
。」（

（7
（

と
定
義
す
る
。「
非
行
反

復
の
人
格
的=
環
境
的
危
険
性
」
を
除
去
し
う
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、（
前
述
し
た
よ
う
に
）
そ
も
そ
も
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）

が
行
動
科
学
の
見
地
か
ら
国
家
的
保
護
と
の
適
合
性
を
分
析
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
矯
正

可
能
性
の
意
義
に
つ
い
て
は
、「
保
護
処
分
に
よ
る
矯
正
教
育
を
施
す
こ
と
に
よ
つ
て
」、「
保
護
処
分
に
よ
つ
て
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、専
ら
少
年
院
送
致
決
定（
施
設
内
処
遇
）の
判
断
に
用
い
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
と
言
え
よ
う（（7
（

。
裾
分
は
、「
医

学
的
に
み
て
、
治
癒
す
る
可
能
性
の
な
い
精
神
病
者
、
矯
正
の
望
み
な
き
精
神
病
質
人
、
犯
罪
性
の
甚
だ
く
強
度
に
し
て
個
別
的
特
殊
教

育
を
施
す
も
な
お
矯
正
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
様
な
兇
悪
人
等
々
は
こ
こ
に
い
う
矯
正
可
能
性
な
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
少
年
法

上
の
保
護
処
分
を
加
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
別
に
精
神
衛
生
法
上
の
救
済
や
刑
事
処
分
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。」（

（7
（

、「
素
地
が
悪
い
か
若
し

く
は
環
境
が
不
健
全
な
た
め
に
歪
ん
だ
人
格
構
造
の
少
年
が
非
行
を
犯
し
た
場
合
、
そ
の
非
行
の
原
因
に
対
し
て
、
何
等
メ
ス
を
加
え
る

こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
い
た
な
ら
ば
そ
の
少
年
は
更
に
非
行
を
繰
り
返
す
危
険
性
が
あ
り
、
こ
の
危
険
よ
り
少
年
を
保
護
す

る
こ
と
が
何
よ
り
も
保
護
処
分
の
ね
ら
い
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
保
護
す
る
と
は
素
質
環
境
上
の
負
因
を
除
去
し

矯
正
教
育
を
施
し
て
道
儀
実
現
の
単
位
と
し
て
の
人
間
の
使
命
に
目
醒
め
し
め
、
社
会
に
適
応
す
る
様
、
育
成
し
あ
げ
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
し
た
が
つ
て
保
護
処
分
の
対
象
と
し
て
考
え
ら
れ
る
少
年
は
、
非
行
の
危
険
性
を
有
す
る
と
同
時
に
又
矯
正
可
能
性
あ
る
少
年
で
な

く
て
は
な
ら
ぬ
。」（

（7
（

と
説
明
す
る
。
平
井
も
、「
累
非
行
性
が
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
要
保
護
性
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
保
護
処
分
の
限
界
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は
要
保
護
性
を
制
約
す
る
。
著
し
い
心
身
障
碍
に
よ
り
倫
理
的
情
操
の
皆
無
に
近
い
も
の
、確
信
犯
の
よ
う
に
倫
理
観
を
異
に
す
る
も
の
、

兇
悪
の
度
の
極
め
て
強
い
も
の
等
に
対
し
て
は
、
保
護
処
分
に
よ
る
保
護
の
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
も
の
に
つ

い
て
は
要
保
護
性
が
な
い
。」（

（7
（

の
だ
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
矯
正
可
能
性
を
要
保
護
性
概
念
に
採
り
入
れ
た
意
図
に
つ
い
て
、
裾
分
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
…
…
〔
略
〕

…
…
危
険
性
、
或
い
は
要
保
護
性
、
教
化
親
和
性
、
倫
理
的
不
適
応
性
等
々
と
称
す
る
諸
説
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
観
方
が
異
る
に
つ
れ
て

ニ
ユ
ー
ア
ン
ス
の
差
異
は
あ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
を
と
る
に
せ
よ
、
結
局
少
年
保
護
事
件
に
お
い
て
は
、
非
行
少
年
の
性
格
や
、
そ
の
置

か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
し
て
、
そ
の
少
年
が
将
来
か
さ
ね
て
非
行
を
繰
返
す
で
あ
ろ
う
か
、
若
し
そ
の
虞
が
あ
り
と
す
れ
ば
そ
れ
に
は

ど
の
様
な
対
策
を
講
じ
た
ら
よ
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
少
年
の
為
に
考
え
て
や
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。
将
来
非
行
を
犯
す
虞
が

な
い
と
思
わ
れ
る
様
な
少
年
は
過
去
に
お
い
て
如
何
に
重
大
な
犯
罪
を
犯
し
て
い
て
も
、
又
広
い
意
味
で
如
何
に
保
護
を
要
す
る
少
年
で

あ
つ
て
も
、
断
じ
て
現
行
少
年
法
上
の
保
護
処
分
の
対
象
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
か
か
る
少
年
に
対
し
て
は
一
般

刑
事
法
上
の
処
罰
か
、
或
い
は
児
童
福
祉
法
、
生
活
保
護
法
、
精
神
衛
生
法
等
の
保
護
の
問
題
が
あ
る
の
み
で
、
現
行
少
年
法
第
一
条
の

規
定
す
る
よ
う
な
矯
正
教
育
は
お
よ
そ
無
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。」（

（7
（

、「
危
険
性
、
要
保
護
性
、
教
化
親
和
性
、
倫
理
的
不

適
応
性
等
々
の
諸
家
の
説
は
…
…
〔
略
〕
…
…
未
だ
法
律
的
概
念
と
し
て
構
成
さ
れ
て
は
い
な
い
様
で
あ
る
。
私
は
少
年
保
護
事
件
に
お

け
る
こ
の
中
心
問
題
を
把
え
て
、
仮
に
要
保
護
性
と
名
ず
け
、
こ
れ
を
一
つ
の
法
律
的
概
念
と
し
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
。」（

（7
（

と
。
こ
の
言

説
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
矯
正
可
能
性
は
、
少
年
法
一
条
に
規
定
す
る
「
非
行
の
あ
る
少
年
に
対
し
て
性
格
の
矯
正
及
び
環
境
の
調
整
に

関
す
る
保
護
処
分
を
行
う
」
と
い
う
文
言
の
う
ち
、「
性
格
の
矯
正
」
に
力
点
を
置
き
、特
に
少
年
院
で
の
矯
正
教
育
と
狭
く
解
し
た
上
で
、

そ
れ
を
法
律
効
果
の
中
心
に
据
え
て
、
少
年
院
送
致
決
定
か
そ
れ
以
外
か
を
規
範
的
に
振
り
分
け
る
機
能
を
も
た
ら
す
意
図
が
あ
っ
た
も
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四
九

少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
の
再
構
成
（
柴
田
）

の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
検
察
官
送
致
決
定
（
二
〇
条
）
や
措
置
入
院
（
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
二
九
条
）
と
の
関

係
を
整
理
し
て
、「
保
護
不
能
」
と
い
う
規
範
的
指
標
を
採
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る（（7
（

。

な
お
、以
上
の
よ
う
な
矯
正
可
能
性
の
捉
え
方
に
異
論
を
呈
し
、矯
正
可
能
性
の
再
定
義
を
図
る
の
が
斉
藤
豊
治
で
あ
る
。斉
藤
は
、「『
矯

正
可
能
性
』
と
い
う
表
現
は
妥
当
で
は
な
い
。
少
年
法
一
条
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
性
格
の
『
矯
正
』
だ
け
で
は
な
く
、『
環
境
の

調
整
』
も
ま
た
保
護
処
分
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、『
矯
正
』
は
『
保
護
』
と
対
比
さ
れ
て
、
拘
禁
施
設
に
お
け
る
処
遇
を
意
味

す
る
も
の
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
私
見
の
よ
う
に
保
護
処
分
だ
け
で
は
な
く
、
福
祉
処
分
を
も
法
律
効
果
と
し
て
取
り

込
ん
で
要
保
護
性
を
観
念
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、『
矯
正
可
能
性
』
で
は
狭
す
ぎ
る
」（

（8
（

と
し
、「
立
ち
直
り
の
可
能
性
」
と
い
う
表
現
で

捉
え
直
す
こ
と
を
提
唱
す
る（（8
（

。

第
二
項　

意
義
に
関
す
る
批
判
的
検
討

さ
て
、
矯
正
可
能
性
に
関
し
て
以
上
の
よ
う
な
理
解
を
し
た
場
合
、
保
護
処
分
決
定
を
法
律
効
果
に
設
定
し
た
の
だ
と
し
て
も
、
少
年

院
で
の
矯
正
教
育
を
中
心
に
据
え
て
し
ま
う
こ
と
は
狭
き
に
失
し
、
規
範
的
指
標
の
意
義
は
な
さ
な
い
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
仮
に
少

年
院
で
の
矯
正
教
育
を
中
心
に
据
え
な
い
の
だ
と
し
た
場
合
、
福
祉
処
分
で
あ
る
児
童
自
立
支
援
施
設
・
児
童
養
護
施
設
送
致
決
定
（
二
四

条
一
項
二
号
）
に
つ
い
て
も
同
様
の
構
成
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
難
点
が
あ
る
。
少
年
司
法
は
、
国
家
的
保
護
に
よ
る
介
入
の

要
否
や
種
類
を
判
断
し
、
選
別
す
る
過
程
で
も
あ
る
か
ら
、
少
年
院
送
致
決
定
に
よ
る
「
保
護
」
と
い
う
狭
い
範
囲
に
ラ
イ
ト
を
あ
て
る

必
要
は
な
い
。
矯
正
可
能
性
に
期
待
さ
れ
る
処
遇
選
択
に
お
け
る
規
範
的
指
標
の
側
面
は
、
次
に
見
る
「
相
当
性
」
に
吸
収
さ
れ
、
解
消

さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
仮
に
「
立
ち
直
り
の
可
能
性
」
と
い
う
表
現
で
捉
え
直
し
た
と
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
第
一
の
レ
ン
ズ
（
視
点
）
に
よ
る
評
価
［
通
告
（
通
報
）
段
階
及
び
調
査
・
審
判
段
階
で
の
要
否
］
に
つ
い
て
言
え
ば
、
調
査
・



一
五
〇

審
判
段
階
で
も
不
要
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
通
告
（
通
報
）
段
階
で
も
不
要
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
二
の
レ
ン
ズ
（
視
点
）
に
よ

る
評
価
［
被
害
者
へ
の
謝
罪
や
被
害
の
修
復
と
の
整
合
性
］
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
と
の
整
合
性
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
三
節　

保
護
相
当
性

第
一
項　

意
義
の
再
確
認

保
護
相
当
性
に
つ
い
て
、
そ
の
概
念
を
提
唱
し
た
平
井
哲
雄
は
、「
さ
ら
に
要
保
護
性
の
第
三
の
要
素
と
し
て
保
護
相
当
性
が
挙
げ
ら

れ
る
。」（

（8
（

と
位
置
づ
け
た
上
で
、「
保
護
相
当
性
と
は
、
保
護
処
分
に
よ
る
保
護
が
最
も
有
効
適
切
な
保
護
手
段
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
を
い
う
。」（

（8
（

と
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
意
義
に
関
し
、「
た
と
え
累
非
行
性
、
矯
正
可
能
性
が
あ
つ
て
も
、
な
お
か
つ
福
祉
的
措
置

に
委
ね
る
の
を
相
当
す
る
場
合
お
よ
び
刑
罰
を
科
す
る
の
が
社
会
の
法
感
情
に
か
な
い
、
教
化
上
最
も
有
効
な
保
護
手
段
で
あ
る
と
認
め

る
場
合
に
は
、
要
保
護
性
は
な
い
。」（

（8
（

と
説
明
す
る
。
こ
の
説
明
か
ら
明
白
な
こ
と
は
、
保
護
相
当
性
は
処
遇
決
定
に
関
す
る
価
値
判
断

を
含
ん
だ
規
範
的
評
価
の
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
保
護
相
当
性
に
つ
い
て
は
、
非
行
事
実
の
軽
重
の
ほ
か
、
少
年
の
保
護
処

分
歴
、
被
害
者
感
情
、
社
会
的
影
響
、
少
年
及
び
保
護
者
の
納
得
、
共
犯
者
と
の
処
遇
の
均
衡
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
加
味
し
て
総

合
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が（（8
（

、
特
に
、
非
行
事
実
の
軽
重
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
「
保
護
不
適
」

と
い
う
規
範
的
指
標
を
採
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
規
範
的
指
標
を
採
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
想
定
さ
れ
る
一
つ
の
帰
結
が
、
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
が
そ
れ
な
り
に
存
在
し
、
矯
正
可
能
性
も
認
め
ら
れ
は
す
る
が
、
非
行

事
実
が
軽
い
事
案
に
お
い
て
、
保
護
的
措
置
を
図
っ
た
上
で
審
判
不
開
始
決
定
・
不
処
分
決
定
か
、
福
祉
処
分
を
決
定
す
る
と
い
う
場
合

で
あ
り
、
他
方
で
、
想
定
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
帰
結
が
、
矯
正
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
非
行
事
実
が
重
大
で
あ
り
、
被
害
者
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少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
の
再
構
成
（
柴
田
）

感
情
が
厳
し
く
、
社
会
的
影
響
が
大
き
い
事
案
に
お
い
て
、
検
察
官
送
致
決
定
を
す
る
と
い
う
場
合
で
あ
る（（8
（

。
後
者
の
場
合
に
つ
い
て
は

異
論
を
呈
す
る
向
き
も
大
き
く（（8
（

、
そ
れ
故
、
保
護
相
当
性
が
不
要
で
あ
る
と
す
る
見
解（（8
（

も
有
力
で
あ
る
。

な
お
、
以
上
の
よ
う
な
保
護
相
当
性
の
捉
え
方
に
関
し
て
異
論
を
呈
し
、
保
護
相
当
性
の
再
定
義
を
図
る
の
が
荒
木
伸
怡
で
あ
る
。
荒

木
は
、
こ
れ
ま
で
の
保
護
相
当
性
の
概
念
が
、
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
と
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
行
動
科
学
の
専
門
家
の

判
断
が
優
先
さ
れ
が
ち
な
要
保
護
性
判
断
に
法
律
家
が
口
を
差
し
挟
め
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
、
秩
序
維
持
的
観
点
を
処
遇
選
択
に
反

映
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
批
判
す
る（（8
（

。
要
保
護
性
概
念
は
、
行
動
科
学
上
の
専
門
性
に
基
づ
い
て
判
断
す
べ
き
事
項
だ
け
を
含
め

る
よ
う
に
し
て
、
か
つ
、
そ
れ
に
限
定
す
る
ほ
う
が
よ
い
と
の
考
え
に
行
き
着
き（（9
（

、
保
護
相
当
性
を
「
少
年
に
対
し
て
更
に
保
護
処
分
を

課
す
こ
と
が
必
要
か
、
す
な
わ
ち
、
少
年
に
対
す
る
処
分
と
し
て
、
不
開
始
・
不
処
分
で
は
な
く
保
護
処
分
を
課
す
こ
と
が
少
年
法
の
目

的
で
あ
る
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
適
切
で
あ
る
か
否
か
」
と
い
う
観
点
で
捉
え
直
す
こ
と
を
提
案
す
る（（9
（

。

第
二
項　

意
義
の
再
検
討

（
一
）　

再
定
義
―
各
決
定
の
相
当
性

以
上
の
よ
う
に
、
保
護
相
当
性
は
、「
保
護
不
適
」
と
い
う
規
範
的
指
標
を
採
り
入
れ
て
、
保
護
処
分
か
そ
れ
以
外
か
と
い
う
選
別
機

能
を
担
っ
て
き
て
お
り
、
特
に
、
非
行
事
実
の
軽
重
に
応
じ
た
処
遇
決
定
を
す
る
た
め
の
規
範
的
評
価
概
念
と
し
て
導
入
さ
れ
た
。
だ
が
、

法
律
効
果
を
保
護
処
分
決
定
（
二
四
条
）、
児
童
相
談
所
長
送
致
決
定
（
一
八
条
一
項
）、
検
察
官
送
致
決
定
（
二
〇
条
）、
審
判
不
開
始
決
定

（
一
九
条
一
項
）、
不
処
分
決
定
（
二
三
条
二
項
）
ま
で
含
む
国
家
的
保
護
一
般
で
あ
る
と
す
る
本
稿
の
立
場
に
立
脚
す
る
と
、
こ
れ
は
各
決

定
の
「
相
当
性
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る（（9
（

。
こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
場
合
、要
保
護
性
と
相
当
性
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

構
成
外
の
要
素
と
な
る
が（（9
（

、
そ
れ
で
も
、
そ
れ
を
調
査
・
審
判
段
階
で
考
慮
す
る
か
に
関
す
る
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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（
二
）　

二
つ
の
レ
ン
ズ
（
視
点
）
に
よ
る
評
価

各
決
定
の
「
相
当
性
」
を
調
査
・
審
判
段
階
で
考
慮
す
る
こ
と
に
関
し
、
と
り
あ
え
ず
第
一
の
レ
ン
ズ
（
視
点
）
を
通
し
て
評
価
し
て

お
く
と
［
通
告
（
通
報
）
段
階
及
び
調
査
・
審
判
段
階
で
の
要
否
］、
こ
れ
は
処
遇
決
定
に
関
す
る
価
値
判
断
を
含
ん
だ
規
範
的
評
価
の

概
念
で
あ
る
か
ら
、
通
告
（
通
報
）
段
階
に
お
け
る
一
般
国
民
の
価
値
判
断
に
は
そ
も
そ
も
な
じ
ま
な
い
。
も
し
仮
に
通
告
（
通
報
）
段

階
に
採
り
入
れ
る
と
し
た
場
合
、
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
が
高
く
、
保
護
が
必
要
で
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
行
事
実
が

軽
微
な
事
案
を
見
落
と
す
危
険
性
も
生
じ
る
。
そ
れ
故
、
通
告
（
通
報
）
段
階
で
は
不
要
と
解
す
る
。
他
方
で
、
調
査
・
審
判
段
階
で
の

要
否
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
レ
ン
ズ
（
視
点
）
と
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

本
問
に
つ
い
て
、
第
二
の
レ
ン
ズ
（
視
点
）
を
通
し
て
評
価
し
て
見
る
と
［
被
害
者
へ
の
謝
罪
や
被
害
の
修
復
と
の
整
合
性
］、
調
査
・

審
判
段
階
で
の
必
要
性
が
見
え
て
く
る
。
審
判
段
階
で
の
処
遇
選
択
に
お
い
て
「
相
当
性
」
を
評
価
す
る
場
合
に
あ
た
り
、
被
害
者
感
情

や
社
会
感
情
が
一
つ
の
因
子
と
し
て
含
ま
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
、
と
り
わ
け
厳
し
い
場
合
に
一
部
反
映
さ
れ
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
。
残

念
な
が
ら
、
少
年
法
の
理
念
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
被
害
者
の
立
場
は
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
年
院

送
致
決
定
に
付
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
保
護
観
察
決
定
に
付
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
あ
る
い
は
、
審
判
不
開
始
決
定
や
不
処
分

決
定
が
な
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
少
年
が
帰
る
べ
き
社
会
は
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
住
む
社
会
で
あ
り
、
非
行
に
よ
っ
て
紛
争
が
生

じ
た
社
会
な
の
で
あ
る
。
非
行
（
犯
罪
・
触
法
行
為
）
に
は
、
①
被
害
者
に
対
す
る
側
面
、
②
対
人
関
係
に
対
す
る
側
面
、
③
加
害
者
に
対

す
る
側
面
、④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
社
会
）
に
対
す
る
側
面
が
内
在
す
る
の
で
あ
り（（9
（

、こ
れ
ら
の
側
面
を
非
行
少
年
や
そ
の
保
護
者
が
自
覚
し
、

被
害
者
へ
の
謝
罪
や
被
害
の
修
復
を
す
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
そ
れ
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
、「
非
行
の
結
果
、
被
害
者
に
及
ぼ
し
た
損
害
・
痛
み
・
迷
惑
な
ど
を
実
感
・
認
識
し
、
行
為
の
社
会
的
な
影
響
・
評
価
を
十
分
理
解
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し
て
内
省
を
深
め
、
他
人
の
気
持
に
共
感
し
、
そ
の
不
快
・
嫌
悪
感
、
悲
し
み
、
苦
し
み
、
迷
惑
な
ど
を
理
解
・
共
感
し
、
ど
う
す
れ
ば

そ
れ
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
、
償
う
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
・
不
可
欠
」（

（9
（

と
な
る
の
で
あ
っ
て
、「
少

年
の
教
育
・
健
全
育
成
の
観
点
か
ら
も
調
査
・
審
判
に
お
い
て
よ
り
積
極
的
に
取
上
げ
、
処
遇
選
択
に
お
い
て
も
反
映
さ
せ
る
べ
き
」（

（9
（

こ

と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
私
見
で
は
、
各
決
定
の
「
相
当
性
」
の
判
断
に
関
わ
る
も
の
と
解
す
る
。
被
害
者
へ
の
謝
罪
や
被
害
の
修

復
は
、
少
年
法
一
条
が
か
か
げ
る
「
環
境
の
調
整
」
と
深
い
つ
な
が
り
を
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
向
け
た
非
行
少
年
の
自
発
性
を
喚

起
す
る
保
護
的
措
置
は
、
同
条
の
「
性
格
の
矯
正
」
と
も
深
く
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
各
決
定
の
「
相
当
性
」
を
調
査
・
審
判
段
階
で
考
慮
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
行
為
法
的
観
点
・
刑
事
政
策
的
観
点
を
優
先

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
の
批
判（（9
（

が
あ
る
の
だ
が
、
私
見
は
、
二
つ
の
観
点
か
ら
抑
制
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
。
一
つ
は
、
消
極
的
責
任
主

義
で
あ
る
。
少
年
は
、
行
為
責
任
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
責
任
無
能
力
者
で
あ
る
刑
事
未
成
年
と
完
全
責
任
能
力
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
成
人
の
間
に
位
置
す
る
限
定
責
任
能
力
者
層
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る（（9
（

。
そ
れ
故
、「
規
範
意
識
層
が
充
分
に
発
達
せ
し
め
ら
れ
て

い
な
い
少
年
が
行
な
つ
た
規
範
違
反
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
の
責
任
を
問
う
に
つ
い
て
も
、
単
な
る
非
難
の
み
で
な
く
、
規
範
意
識
を
発

達
さ
せ
る
た
め
の
保
護
、
治
療
、
教
育
等
が
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
社
会
が
承
認
し
た
も
の
」（

（9
（

と
解
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、「
保
護

処
分
が
少
年
に
と
つ
て
不
利
益
処
分
で
あ
る
面
を
充
分
に
認
識
」（

（10
（

し
つ
つ
、「
消
極
的
責
任
主
義
に
よ
る
保
障
」（

（10
（

が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
が
要
求
す
る
「
児
童
の
最
善
の
利
益
」（
三
条
一
項
）
で
あ
る（（10
（

。
児
童

の
権
利
に
関
す
る
条
約
三
条
一
項
は
、「
児
童
に
関
す
る
す
べ
て
の
措
置
を
と
る
に
当
た
っ
て
は
、公
的
若
し
く
は
私
的
な
社
会
福
祉
施
設
、

裁
判
所
、
行
政
当
局
又
は
立
法
機
関
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
児
童
の
最
善
の
利
益
が
主
と
し
て
考
慮
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。」
と
規
定
す
る
。
よ
っ
て
、
家
庭
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
を
念
頭
に
置
い
て
、
調
査
・
審
判
段
階
で
被
害
者
調
査
の
結
果
に
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基
づ
い
た
保
護
的
措
置
を
な
す
と
と
も
に
、
ま
た
、
処
遇
選
択
に
お
け
る
相
当
性
判
断
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
節　

私
見
の
整
理

―
犯
罪
的
危
険
性
（
累
犯
性
）（「
非
行
反
復
の
人
格
的=

環
境
的
危
険
性
」＋「
保
護
欠
如
性
」）
の
み

こ
こ
ま
で
の
私
見
を
ま
と
め
る
と
、
要
保
護
性
概
念
は
広
義
の
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）、
す
な
わ
ち
「『
非
行
反
復
の
人
格
的=

環
境
的
危
険
性
』＋『
保
護
欠
如
性
』」（
前
者
は
「
リ
ス
ク
要
因
」
の
増
大
に
相
当
し
、
後
者
は
「
保
護
要
因
」
の
低
下
に
相
当
す
る
）
に
よ
っ
て
の

み
構
成
さ
れ
、矯
正
可
能
性
及
び
保
護
相
当
性
は
不
要
で
あ
る
と
解
す
る（（10
（

。
相
当
性
に
関
し
て
は
、処
遇
選
択
（
決
定
）
の
場
面
で
、別
途
、

保
護
処
分
相
当
性
、
刑
事
処
分
相
当
性
、
福
祉
処
分
相
当
性
、
不
処
分
相
当
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る（（10
（

と
と
も
に
、
調
査
・
審
判
段
階
で

被
害
者
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
た
保
護
的
措
置
を
実
施
す
る
た
め
の
指
標
に
も
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
三
章 

非
行
事
実
と
の
関
係

で
は
、
以
上
の
よ
う
な
要
保
護
性
概
念
に
立
脚
し
た
場
合
に
、
非
行
事
実
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
る
の
か
、
私
見
を

簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
出
発
点
と
し
て
、
非
行
事
実
の
軽
重
と
要
保
護
性
の
程
度
は
基
本
的
な
相
関
が
あ
る
と
い
う
モ
デ
ル
に
立
脚
す
る
。
そ
の
場
合
、

非
行
事
実
は
軽
微
だ
が
、
要
保
護
性
が
高
い
場
合
（
❶
）
と
、
非
行
事
実
は
重
大
だ
が
、
要
保
護
性
が
低
い
場
合
（
❷
）
に
ど
の
よ
う
な

判
断
に
立
つ
の
か
が
争
点
と
な
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
、
私
見
は
、
通
説
的
見
解
と
同
様
に
、
処
遇
選
択
に
お
い
て
は
、
要
保
護
性
の
判

断
を
重
視
し
、
非
行
事
実
の
軽
重
は
間
接
的
に
影
響
す
る
と
解
す
る
。
こ
の
場
合
、
処
遇
選
択
上
問
題
と
な
る
の
は
❷
で
あ
ろ
う
が（（10
（1
（10
（

、
保
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護
的
措
置
を
通
じ
て
、
被
害
者
へ
の
謝
罪
や
被
害
の
修
復
を
働
き
か
け
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
の
実
行
に
よ
り
相
当
性
の
判
断
に
影
響

を
与
え
る
も
の
と
解
す
る
。

だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
非
行
事
実
の
軽
重
が
直
接
的
に
影
響
す
る
と
解
す
る
非
行
事
実
重
視
説（（10
（

か
ら
、
人
格
重
視
説
と
大
差
な
い
と

の
批
判
が
な
さ
れ
る（（10
（

。
そ
の
内
容
は
、
第
一
に
、
刑
事
司
法
の
謙
抑
主
義
の
立
場
か
ら
見
て
、
軽
微
な
非
行
を
し
た
少
年
に
つ
き
強
い
犯

罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
を
認
定
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
の
で
は
、
そ
の
認
定
の
客
観
性
が
担
保
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
第
二
に
、

要
保
護
性
の
認
定
手
続
に
は
非
行
事
実
の
認
定
手
続
の
よ
う
な
手
続
的
保
障
が
な
い
の
で
、
非
行
事
実
自
体
か
ら
通
常
は
予
測
さ
れ
な
い

よ
う
な
強
い
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
を
理
由
に
重
い
保
護
処
分
が
付
さ
れ
る
場
合
に
は
、
適
正
手
続
の
保
障
が
実
質
的
に
失
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
第
三
に
、
犯
罪
と
刑
罰
と
の
均
衡
は
罪
刑
法
定
主
義
の
主
た
る
内
容
で
あ
り
、
少
年
審
判
は
刑
事
司
法

の
一
分
野
で
あ
る
か
ら
、
少
年
審
判
に
も
非
行
と
処
分
と
の
間
に
均
衡
が
要
求
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
内
容
で
あ
る（（10
（

。
非
行
事

実
と
の
関
係
に
つ
い
て
本
質
を
突
い
て
い
る
の
は
、
第
三
の
批
判
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
見
解
の
相
違
は
、
非
行
事
実
の
捉
え
方
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
非
行
事
実
の
軽
重
は
、
非
行
事
実

重
視
説
に
立
つ
と
、
そ
の
結
果
だ
け
で
捉
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
動
機
、
経
緯
、
目
的
、
常
習
性
な
ど

の
非
行
に
至
る
背
景
事
実
も
含
ま
れ
る
。
犯
罪
結
果
と
背
景
事
実
を
総
合
し
て
評
価
す
る
と
、
結
果
か
ら
は
軽
微
に
見
え
て
も
、
実
際
に

は
軽
微
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
非
行
事
実
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
要
保
護
性
評
価
に
基
づ
く
判

断
が
な
し
う
る（（11
（

。
少
年
の
権
利
を
保
護
す
る
う
え
で
も
司
法
的
機
能
は
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、過
度
に
重
視
さ
れ
す
ぎ
れ
ば
、

健
全
育
成
を
う
た
っ
て
い
る
少
年
法
の
理
念
を
逸
失
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
本
来
相
反
す
る
性
格
を
有
す
る
司
法
的
機
能

と
福
祉
的
機
能
と
を
微
調
整
し
な
が
ら
適
切
に
調
和
さ
せ
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
要
求
さ
れ
る（（11
（

。
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第
四
章 

結
論
と
残
さ
れ
た
課
題

以
上
本
稿
を
総
括
す
る
と
、

（
一
）　

少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
は
、
広
義
の
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）、
す
な
わ
ち
「『
非
行
反
復
の
人
格
的=

環
境
的

危
険
性
』＋『
保
護
欠
如
性
』」（
前
者
は
「
リ
ス
ク
要
因
」
の
増
大
に
相
当
し
、
後
者
は
「
保
護
要
因
」
の
低
下
に
相
当
す
る
）
に
よ
っ
て
の
み
構
成

さ
れ
、
矯
正
可
能
性
及
び
保
護
相
当
性
は
不
要
で
あ
る
。

（
二
）　

私
見
の
よ
う
な
、（
一
般
人
の
通
告
義
務
よ
り
も
一
段
高
い
）
教
員
の
特
別
な
努
力
義
務
を
少
年
法
六
条
に
読
み
込
む
立
場
か
ら
は
、

こ
れ
を
も
と
に
、
少
年
司
法
機
関
、
児
童
福
祉
機
関
及
び
学
校
教
育
機
関
が
協
議
し
て
、
実
務
的
な
通
告
（
通
報
）・
介
入
（
保
護
）
レ
ベ

ル
を
策
定
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
関
係
機
関
の
支
援
や
保
護
（
介
入
）
の
手
段
を
設
定
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
解
す
る
。

（
三
）　

相
当
性
に
関
し
て
は
、
要
保
護
性
概
念
に
含
め
ず
、
処
遇
選
択
（
決
定
）
の
場
面
で
、
別
途
、
保
護
処
分
相
当
性
、
刑
事
処
分

相
当
性
、
福
祉
処
分
相
当
性
、
不
処
分
相
当
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
相
当
性
に
お
け
る
行
為
法
的
観
点
・
刑
事
政
策
的
観
点
を
優
先

さ
せ
た
判
断
は
、消
極
的
責
任
主
義
及
び
児
童
の
最
善
の
利
益
（
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
三
条
一
項
）
に
よ
り
抑
制
さ
れ
る
。
相
当
性
は
、

被
害
者
へ
の
謝
罪
や
被
害
の
修
復
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
家
庭
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
を
念
頭
に
置
い
て
、
調
査
・
審
判
段
階
で
被
害

者
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
た
保
護
的
措
置
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
四
）　

非
行
事
実
と
の
関
係
に
関
し
、
要
保
護
性
の
判
断
を
重
視
し
、
非
行
事
実
の
軽
重
は
間
接
的
に
影
響
す
る
と
解
す
る
。
非
行
事

実
の
軽
重
は
、
犯
罪
結
果
と
背
景
事
実
（
動
機
、
経
緯
、
目
的
、
常
習
性
な
ど
）
を
総
合
し
て
評
価
す
る
。
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少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
の
再
構
成
（
柴
田
）

と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

審
判
対
象
論
で
あ
る
故
、
関
連
す
る
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
上
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
他

日
に
期
し
た
い
と
思
う
。

［
付
　
記
］

本
稿
を
執
筆
中
に
、
日
本
刑
法
学
会
九
州
部
会
第
一
二
三
回
例
会
（
二
〇
一
八
年
九
月
八
日
開
催
）
に
お
い
て
、
岡
田
行
雄
会
員
（
熊
本

大
学
）
の
「
保
護
処
分
の
要
件
た
る
要
保
護
性
に
つ
い
て
―
上
位
規
範
に
照
ら
し
た
再
検
討
を
通
し
て
」
と
題
す
る
報
告
を
拝
聴
し
た
。

そ
の
論
調
は
、
主
と
し
て
、
論
者
が
主
張
す
る
「
上
位
規
範
に
基
づ
く
科
学
主
義
」
か
ら
、
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
と
矯
正
可
能

性
の
意
義
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
、
現
在
の
判
定
の
あ
り
方
に
疑
義
を
呈
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
考
え
方
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
、
非
行
事
実
重
視
説
の
一
つ
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
介
入
を
最
小
限
に
規
律
す
る
こ
と
に
腐
心
す
る
こ
と
も
理
解
で
き
な

く
は
な
い
が
、
介
入
を
小
さ
く
す
る
に
は
、
早
期
に
発
見
し
て
、
早
期
に
介
入
す
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
、

少
年
に
と
っ
て
最
善
か
つ
最
小
限
な
形
で
問
題
の
芽
を
摘
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
検
討
を
無
視
し
て
、
要
保
護
性
概

念
を
再
検
討
す
る
こ
と
は
支
持
で
き
な
い
。

（
1
）
裾
分
一
立
「
少
年
保
護
事
件
手
続
に
関
す
る
一
考
察
」
家
月
四
巻
一
〇
号
（
一
九
五
二
年
）
八
八
頁
以
下
。
裾
分
は
当
初
、
同
論
文
に
お
い
て
、

非
行
事
実
が
少
年
審
判
の
対
象
で
あ
り
、
保
護
処
分
が
そ
の
法
律
効
果
で
あ
る
と
す
る
見
解
［
か
つ
て
の
非
行
事
実
重
視
説
］
を
採
用
し
た
が
、

だ
が
そ
の
後
、
裾
分
は
、
保
護
処
分
を
必
要
と
す
る
性
質
を
要
保
護
性
と
位
置
づ
け
、
非
行
と
要
保
護
性
を
少
年
審
判
の
対
象
と
す
る
見
解
に
改

め
て
い
る
（
同
「
要
保
護
性
試
論
」
家
月
五
巻
四
号
（
一
九
五
三
年
）
三
一
頁
）。
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（
2
）
岩
井
隆
義
は
、
か
つ
て
の
非
行
事
実
重
視
説
（
裾
分
・
前
掲
注（
1
））
と
明
確
に
区
別
す
る
た
め
、
非
行
重
視
説
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
岩
井

隆
義
「
処
遇
選
択
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
判
タ
九
九
六
号
（
一
九
九
九
年
）
三
六
四
頁
以
下
参
照
）。

（
3
）
早
川
義
郎
「
少
年
審
判
に
お
け
る
非
行
事
実
と
要
保
護
性
の
意
義
に
つ
い
て
」
家
月
一
九
巻
四
号
（
一
九
六
七
年
）
一
頁
以
下
。
澤
登
俊
雄
『
少

年
法
入
門
［
第
六
版
］』（
二
〇
一
五
年
、
有
斐
閣
）
一
四
三
頁
、
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
『
家
庭
裁
判
所
の
三
十
年
の
概
観
』（
一
九
八
〇
年
、

司
法
協
会
）
三
七
〇
頁
参
照
。
な
お
、
当
初
は
、
要
保
護
性
を
少
年
審
判
の
対
象
と
し
、
保
護
処
分
が
そ
の
効
果
で
あ
る
と
す
る
見
解
［
人
格
重

視
説
］（
柏
木
千
秋
『
改
訂
新
少
年
法
概
説
』（
一
九
五
一
年
、
立
花
書
房
）
六
五
頁
、
今
中
道
信
「
少
年
保
護
事
件
に
お
け
る
不
告
不
理
」
家
庭

裁
判
所
月
報
四
巻
二
号
（
一
九
五
二
年
）
七
二
頁
、
内
藤
文
質
「
少
年
保
護
事
件
の
概
念
に
つ
い
て
」
警
察
学
論
集
六
巻
五
号
（
一
九
五
三
年
）

七
頁
、
入
江
正
信
「
少
年
保
護
事
件
に
お
け
る
若
干
の
法
律
問
題
」
家
月
五
巻
七
号
（
一
九
五
三
年
）
一
一
頁
）
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
当
時
、
現
行
少
年
法
及
び
家
庭
裁
判
所
が
発
足
間
も
な
い
頃
で
新
し
い
制
度
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
宿
命
と
し
て
、
刑

事
法
な
い
し
刑
事
裁
判
所
と
は
異
な
る
福
祉
的
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
的
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
独
自
性
を
主
張
す
る
意
図

が
あ
っ
た
と
総
括
さ
れ
て
い
る
（
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
・
前
掲
三
七
〇
頁
、裁
判
所
職
員
総
合
研
修
所
監
修
・
後
掲
注（
5
）
四
〇
頁
参
照
）。
も
っ

と
も
、
人
格
重
視
説
も
非
行
事
実
が
要
保
護
性
判
断
の
た
め
の
有
力
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
か
ら
、
非
行
事
実
重
視
説
と
の
相
違
は
、

手
続
上
、
非
行
事
実
を
ど
の
程
度
重
視
す
る
か
に
つ
い
て
の
違
い
に
と
ど
ま
り
、
真
の
相
違
は
不
利
益
処
分
と
し
て
の
性
格
を
認
め
る
か
否
か
で

あ
る
（
川
出
敏
裕
『
少
年
法
』（
二
〇
一
五
年
、
有
斐
閣
）
九
四
頁
）。

（
4
）
平
井
哲
雄
「
非
行
と
要
保
護
性
」
家
月
六
巻
二
号
（
一
九
五
四
年
）
一
八
頁
―
一
九
頁
。

（
5
）
裁
判
所
職
員
総
合
研
修
所
監
修
『
少
年
法
実
務
講
義
案
［
三
訂
補
訂
版
］』（
二
〇
一
八
年
、
司
法
協
会
）
四
〇
頁
、
川
出
・
前
掲
注（
3
）
九

二
頁
―
九
六
頁
（
同
書
で
は
、「
少
年
に
よ
る
再
犯
の
危
険
性
と
、
保
護
処
分
に
よ
る
そ
の
防
止
の
可
能
性
が
、
保
護
処
分
を
課
す
た
め
の
要
件

で
あ
る
こ
と
に
争
い
は
な
い
。」
と
説
明
し
て
い
る
（
九
三
頁
）。）、
丸
山
雅
夫
『
少
年
法
講
義
［
第
三
版
］』（
二
〇
一
六
年
、
成
文
堂
）
一
九
四

頁
―
一
九
六
頁
（
同
書
で
は
、「
少
年
保
護
手
続
は
、
非
行
事
実
の
存
在
を
契
機
と
し
て
、
少
年
の
要
保
護
性
を
解
明
し
た
う
え
で
、
要
保
護
性

を
解
消
す
る
た
め
の
最
善
（
最
適
）
な
処
遇
（
保
護
処
分
）
の
選
択
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
審
判
に
こ
の
よ
う
な
機
能
を
認
め
、
さ
ら
に
保
護

処
分
を
審
判
の
法
律
効
果
と
見
る
点
に
つ
い
て
は
、
特
に
異
論
は
見
ら
れ
な
い
。」
と
説
明
し
て
い
る
（
一
九
四
頁
―
一
九
五
頁
）。）、
澤
登
・
前

掲
注（
3
）
一
四
一
頁
―
一
四
七
頁
、
武
内
謙
治
『
少
年
法
講
義
』（
二
〇
一
五
年
、
日
本
評
論
社
）
一
〇
六
頁
―
一
〇
八
頁
・
一
一
〇
頁
―
一
一

二
頁
、守
山
正=

後
藤
弘
子
編
著
『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
少
年
法
［
第
二
版
補
訂
版
］』（
二
〇
〇
九
年
、成
文
堂
）
一
八
九
頁
―
一
九
二
頁
〔
上
野
正
雄
〕、
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少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
の
再
構
成
（
柴
田
）

植
村
立
郎
『
骨
太
少
年
法
講
義
』（
二
〇
一
五
年
、法
曹
会
）
八
一
頁
―
八
三
頁
、守
屋
克
彦=

斉
藤
豊
治
編
集
代
表
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
少
年
法
』

（
二
〇
一
二
年
、
現
代
人
文
社
）
四
三
頁
―
四
四
頁
〔
斉
藤
豊
治
〕、
菊
田
幸
一
『
少
年
法
概
説
［
第
四
版
］』（
二
〇
〇
三
年
、
有
斐
閣
）
三
二 

頁
―
三
五
頁
な
ど
を
参
照
。

（
6
）
平
場
安
治
『
少
年
法
［
新
版
］』（
一
九
八
七
年
、
有
斐
閣
）
六
三
頁
。

（
7
）
澤
登
・
前
掲
注（
3
）
一
四
一
頁
。

（
8
）
早
川
・
前
掲
注（
3
）
一
九
頁
、
平
場
・
前
掲
注（
6
）
六
三
頁
―
六
四
頁
。

（
9
）
小
西
暁
和
『
入
門
少
年
法
ノ
ー
ト
』（
二
〇
一
三
年
、
成
文
堂
）
一
一
頁
―
一
三
頁
で
は
、
要
保
護
性
概
念
に
関
し
て
、
少
年
実
体
法
上
の
効

果
を
保
護
処
分
に
限
定
す
る
立
場
と
限
定
し
な
い
立
場
と
で
整
理
さ
れ
て
お
り
参
考
に
な
る
。

（
10
）
な
お
、
こ
の
他
に
、
福
祉
処
分
と
保
護
処
分
に
限
る
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
（
斉
藤
豊
治
「
少
年
事
件
に
お
け
る
非
行
事
実
と
要
保
護
性
―
要

保
護
性
に
関
す
る
試
論
―
」
三
井
誠
ほ
か
編
著
『
鈴
木
茂
嗣
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
［
上
巻
］』（
二
〇
〇
七
年
、
成
文
堂
）
六
九
九
頁
）。

（
11
）
早
川
・
前
掲
注（
3
）
一
九
頁
。

（
12
）
平
場
安
治
『
少
年
法
』（
一
九
六
三
年
、
有
斐
閣
）
三
四
頁
参
照
。

（
13
）
早
川
・
前
掲
注（
3
）
一
九
頁
、
平
場
・
前
掲
注（
6
）
六
三
頁
―
六
四
頁
。

（
14
）
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
、
本
来
的
な
保
護
権
と
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
早
川
・
前
掲
注（
3
）
一
九
頁
）。

（
15
）
保
護
的
措
置
と
は
、
再
非
行
防
止
に
焦
点
を
あ
て
、
調
査
や
審
判
の
全
過
程
を
通
じ
て
加
え
ら
れ
る
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か
る
援
助
活
動
で

あ
る
（
佐
々
木
譲
ほ
か
「
少
年
事
件
に
お
け
る
保
護
的
措
置
に
つ
い
て
（
一
）
―
保
護
的
措
置
の
特
性
と
そ
の
具
体
的
展
開
―
」
家
月
四
四
巻
四

号
（
一
九
九
二
年
）
一
五
六
頁
）。
狭
義
に
は
、
審
判
不
開
始
決
定
・
不
処
分
決
定
に
と
も
な
う
事
実
上
の
教
育
的
・
福
祉
的
な
働
き
か
け
を
い

う
が
、
広
義
に
は
観
護
措
置
や
試
験
観
察
な
ど
を
含
め
た
審
判
過
程
で
と
ら
れ
る
す
べ
て
の
保
護
上
の
措
置
を
総
称
す
る
（
佐
々
木
ほ
か
・
前
掲

一
四
六
頁
）。

（
16
）
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
『
司
法
統
計
年
報
（
平
成
二
九
年
）
四 

少
年
編
』（
二
〇
一
八
年
）
二
八
頁
―
二
九
頁
を
元
に
筆
者
が
計
算
し
た
。
ち

な
み
に
、
保
護
的
措
置
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
審
判
不
開
始
決
定
が
な
さ
れ
た
割
合
は
三
二
・
八
％
（
八
、〇
五
八
人
）
で
あ
り
、
ま
た
同
様

に
不
処
分
決
定
が
な
さ
れ
た
割
合
は
一
八
・
五
％
（
四
、五
五
八
人
）
で
あ
っ
た
。

（
17
）
服
部
朗
「
要
保
護
性
再
考
」
愛
知
学
院
大
学
論
叢
法
学
研
究
五
八
巻
一
・
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
八
九
頁
。



一
六
〇

（
18
）
服
部
・
前
掲
注（
17
）
一
八
九
頁
―
一
九
〇
頁
。

（
19
）
服
部
・
前
掲
注（
17
）
一
九
〇
頁
。

（
20
）
服
部
・
前
掲
注（
17
）
一
九
〇
頁
―
一
九
一
頁
。

（
21
）
服
部
・
前
掲
注（
17
）
一
九
一
頁
。

（
22
）
服
部
・
前
掲
注（
17
）
一
九
一
頁
。

（
23
）
服
部
・
前
掲
注（
17
）
一
九
一
頁
。

（
24
）
拙
稿
「
少
年
司
法
シ
ス
テ
ム
の
構
造
変
革
と
修
復
的
司
法
論
の
役
割
」
細
井
洋
子
ほ
か
編
『
修
復
的
正
義
の
今
日
・
明
日
―
後
期
モ
ダ
ニ
テ
ィ

に
お
け
る
新
し
い
人
間
観
の
可
能
性
』（
二
〇
一
〇
年
、
成
文
堂
）
二
二
〇
頁
―
二
四
三
頁
、
拙
稿
「
修
復
的
司
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
少
年
犯

罪
の
解
決
」
青
少
年
問
題
六
四
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
〇
頁
―
二
五
頁
、
拙
稿
「
少
年
司
法
に
お
け
る
修
復
的
司
法
論
―
導
入
に
向
け
て
の
政

策
的
検
討
を
中
心
に
―
」
博
士
論
文
（
二
〇
〇
八
年
）
一
頁
―
八
一
頁
な
ど
。

（
25
）
非
行
を
要
保
護
性
の
排
他
的
推
定
根
拠
と
見
る
見
解
と
し
て
、
平
場
・
前
掲
注（
12
）
一
九
頁
、
平
場
・
前
掲
注（
6
）
九
八
頁
、
早
川
・
前
掲

注（
3
）
一
二
頁
。

（
26
）
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
児
童
生
徒
課
「
平
成
二
八
年
度
『
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校
等
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
』

（
確
定
値
）
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
八
年
）
八
頁
。

（
27
）
拙
稿
「
少
年
鑑
別
所
の
地
域
援
助
業
務
へ
の
期
待
―
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
に
対
応
す
る
学
校
教
育
機
関
を
援
助
す
る
た
め
の
多
機
関
連
携

へ
―
」
法
学
新
報
一
二
三
巻
九=

一
〇
号
〔
椎
橋
隆
幸
先
生
退
職
記
念
論
文
集
〕（
二
〇
一
七
年
）
八
二
九
頁
―
八
三
〇
頁
、
柴
田
守
＝
岩
井
宜

子
「
要
保
護
性
の
あ
る
問
題
行
動
の
児
童
生
徒
を
発
見
・
通
告
す
る
た
め
の
学
校
教
育
機
関
を
基
盤
に
し
た
多
機
関
連
携
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研

究
」
二
〇
一
六
年
度
社
会
安
全
研
究
財
団
一
般
研
究
助
成
最
終
報
告
書
（
二
〇
一
七
年
）
一
頁
―
二
頁
［http

://w
w

w
.syaanken.or.jp/w

p-
content/uploads/2017/12/RP2016A

_003.pdf

〔
二
〇
一
八
年
一
〇
月
三
日
確
認
〕
参
照
。

（
28
）
拙
稿
・
前
掲
注（
27
）
八
三
〇
頁
―
八
三
二
頁
、
柴
田=

岩
井
・
前
掲
注（
27
）
三
頁
―
四
頁
参
照
。

（
29
）
昭
和
四
四
・
三
最
高
裁
判
所
家
庭
局
見
解
・
家
月
二
一
巻
一
一
号
（
一
九
六
九
年
）
五
一
頁
。
田
宮
裕
編
『
少
年
法
―
条
文
解
説
』（
一
九
八

六
年
、
有
斐
閣
）
五
四
頁
―
五
五
頁
〔
菊
池
和
典
〕。

（
30
）
拙
稿
「
少
年
法
六
条
の
再
生
―
教
員
の
通
告
義
務
」
高
橋
則
夫
ほ
か
編
著
『
日
髙
義
博
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
［
下
巻
］』（
二
〇
一
八
年
、
成



一
六
一

少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
の
再
構
成
（
柴
田
）

文
堂
）
五
一
八
頁
―
五
二
四
頁
。
な
お
、
団
藤
重
光=

森
田
宗
一
編
『
新
版
少
年
法
［
第
二
版
］』（
二
〇
〇
一
年
、
有
斐
閣
）
六
八
頁
―
六
九
頁

で
は
、「
家
庭
裁
判
所
が
本
条
に
よ
る
通
告
事
件
を
適
正
に
受
理
し
、
か
つ
一
般
人
か
ら
の
通
告
に
よ
る
受
理
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
も
、
家
庭
裁
判
所
に
通
常
相
談
室
ま
た
は
相
談
係
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
家
庭
裁
判
所
の
機
能
を
社
会
化
し
、
少
年
事
件
の
処
理
に

つ
い
て
社
会
全
般
の
理
解
と
協
力
を
得
る
よ
い
機
縁
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
相
談
係
は
、
通
常
の
受
理
事
件
の
場
合
に
劣
ら
ず
、
否
、

そ
れ
以
上
に
、
懇
切
に
し
て
誠
意
あ
る
態
度
を
も
っ
て
そ
の
相
談
に
応
じ
、
信
頼
を
う
け
る
に
足
る
態
度
・
言
動
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

故
係
員
に
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
柄
を
有
し
少
年
事
件
の
調
査
に
相
当
の
経
験
と
能
力
を
有
す
る
者
を
配
置
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
て
、
家

庭
裁
判
所
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
現
実
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
31
）
団
藤=

森
田
・
前
掲
注（
30
）
六
八
頁
、
田
宮
裕=

廣
瀬
健
二
編
『
注
釈
少
年
法
［
第
四
版
］』（
二
〇
一
七
年
、
有
斐
閣
）
一
〇
三
頁
。

（
32
）
そ
の
判
断
基
準
に
関
し
、
団
藤=

森
田
・
前
掲
注（
30
）
七
〇
頁
は
、「（
一
）
性
格
及
び
環
境
に
照
ら
し
て
、
罪
を
犯
す
危
険
性
が
弱
く
、
何

ら
か
の
刑
事
政
策
上
な
い
し
司
法
上
の
取
扱
を
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
、
児
童
相
談
所
の
行
う
措
置
に
よ
る
方
が
少
年
並
び
に
家

庭
及
び
社
会
の
福
祉
上
妥
当
で
あ
る
場
合
。（
二
）
少
年
の
行
動
の
自
由
を
制
限
し
た
り
、
自
由
を
奪
う
よ
う
な
強
制
的
措
置
を
必
要
と
せ
ず
、

保
護
者
も
少
年
の
措
置
（
施
設
に
い
れ
る
よ
う
な
際
）
に
協
力
的
で
あ
る
よ
う
な
場
合
。（
三
）
家
庭
裁
判
所
の
調
査
・
審
判
に
よ
る
措
置
（
一
七
・

二
四
・
二
五
等
）
と
児
童
福
祉
法
二
五
条
の
二
以
下
に
定
め
ら
れ
た
措
置
と
を
比
較
対
照
し
、
福
祉
事
務
所
ま
た
は
児
童
相
談
所
に
お
い
て
と
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
措
置
の
見
通
し
を
つ
け
て
判
断
す
る
。（
四
）具
体
的
な
実
情
に
応
じ
、各
地
の
施
設
の
状
況
等
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。」

と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
田
宮=

廣
瀬
編
・
前
掲
注（
31
）
一
〇
四
頁
は
、「
児
福
二
五
条
の
通
告
が
相
当
な
の
は
、
対
象
少
年
の
性
格
・

環
境
に
照
ら
し
罪
を
犯
す
危
険
性
が
低
く
、
少
年
の
行
動
の
自
由
制
限
の
必
要
が
な
く
、
保
護
者
が
協
力
的
で
あ
る
な
ど
、
福
祉
的
な
措
置
を
優

先
す
べ
き
場
合
、
あ
る
い
は
、
少
年
法
の
措
置
（
一
七
・
二
五
・
二
四
条
等
）
を
必
要
と
し
な
い
場
合
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
し
て
い
る
（
同
旨
、

澤
登
・
前
掲
注（
3
）
七
四
頁
）。

（
33
）
児
童
福
祉
法
上
の
通
告
義
務
と
の
調
整
を
図
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
（
団
藤=

森
田
・
前
掲
注（
30
）
六
九
頁
、
田
宮=

廣
瀬
編
・
前
掲

注（
31
）
一
〇
四
頁
）。

（
34
）
通
告
（
通
報
）
制
度
が
非
常
に
煩
雑
で
あ
る
と
い
う
一
言
に
尽
き
る
。
そ
も
そ
も
、
少
年
法
も
、
児
童
福
祉
法
も
、
国
民
一
般
に
通
告
義
務
を

課
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
般
国
民
か
ら
見
て
分
か
り
や
す
い
、
一
元
化
さ
れ
た
通
告
（
通
報
）
の
窓
口
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。
現
状
は
、

児
童
相
談
所
が
窓
口
と
な
る
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
に
そ
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
非
行
対
応
の
面
で
十
分
に
機



一
六
二

能
し
て
い
る
と
は
評
価
で
き
な
い
。
大
幅
な
改
善
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
佐
世
保
高
一
女
子
同
級
生
殺
害
事
件
が
物
語
っ
て
い
る
（
長
崎
県
教

育
委
員
会
「
佐
世
保
市
内
女
子
高
校
生
の
逮
捕
事
案
等
の
調
査
・
検
証
報
告
書
」（
二
〇
一
五
年
）
な
ど
参
照
）。

（
35
）
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
、
少
年
法
と
児
童
福
祉
法
と
で
は
要
保
護
性
概
念
が
異
な
る
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
だ
が
、
専
門

家
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
区
別
に
は
一
理
あ
る
の
だ
が
、
一
般
国
民
か
ら
見
れ
ば
、
保
護
処
分
に
付
す
べ
き
か
、
児
童
福
祉
法
上
の
措
置
（
二

七
条
一
項
）
を
採
る
べ
き
か
を
制
度
上
判
断
し
得
な
い
の
で
あ
り
、
一
般
国
民
に
要
求
さ
れ
る
要
保
護
性
の
判
断
に
そ
の
よ
う
な
区
別
を
強
調
す

る
必
要
性
は
な
い
と
考
え
る
。「
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」
に
基
づ
く
通
告
（
通
報
）
制
度
へ
と
再
構
築
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
第
四
章
（
二
）
で

後
述
す
る
よ
う
に
、〔
少
年
法
と
児
童
福
祉
法
に
わ
た
る
〕
実
務
的
な
通
告
（
通
報
）
レ
ベ
ル
を
策
定
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

（
36
）
拙
稿
・
前
掲
注（
30
）
五
四
〇
頁
―
五
四
一
頁
。

（
37
）
拙
稿
・
前
掲
注（
30
）
五
四
〇
頁
―
五
四
二
頁
。

（
38
）
司
法
研
修
所
編
『
難
解
な
法
律
概
念
と
裁
判
員
裁
判
』（
二
〇
〇
九
年
、
法
曹
会
）
と
同
様
に
、
少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
を
い
か
に

一
般
国
民
に
説
明
す
る
か
を
考
え
る
必
要
も
あ
る
が
、
他
方
で
、
本
稿
で
は
、
通
告
義
務
と
の
関
係
か
ら
、
一
般
国
民
に
よ
る
了
解
可
能
性
に
着

目
し
て
再
構
成
を
図
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

（
39
）
拙
稿
・
前
掲
注（
30
）
五
四
一
頁
―
五
四
二
頁
。

（
40
）
少
年
司
法
は
刑
事
司
法
を
特
別
化
し
た
も
の
で
も
あ
り
、
刑
事
司
法
よ
り
も
一
層
乖
離
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
少
年
犯
罪
被
害
者

は
、
少
年
の
健
全
育
成
を
理
由
に
そ
の
事
件
の
情
報
す
ら
も
享
受
し
え
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
41
）
田
宮=

廣
瀬
編
・
前
掲
注（
31
）
二
五
八
頁
。
従
来
は
、
被
害
者
に
対
す
る
示
談
や
謝
罪
措
置
の
勧
告
援
助
を
私
的
関
係
の
調
整
機
能
と
し
て

位
置
づ
け
、「
治
療
手
当
（
非
行
性
を
除
去
す
る
措
置
）」、「
予
防
手
当
（
非
行
性
へ
の
転
化
を
防
止
す
る
措
置
）」、「
補
強
手
当
（
非
行
性
の
解

消
さ
れ
て
い
る
状
況
を
強
化
す
る
措
置
）」
の
面
で
捉
え
て
き
た
（
川
添
幸
雄
「
保
護
的
措
置
に
つ
い
て
」
調
研
紀
要
三
二
号
（
一
九
七
七
年
）

一
〇
四
頁
以
下
参
照
）。

（
42
）
武
内
大
徳
「
少
年
事
件
と
被
害
者
」
法
教
四
二
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
二
〇
頁
―
二
三
頁
参
照
。

（
43
）
被
害
者
調
査
と
は
、
少
年
調
査
票
の
「
被
害
に
関
す
る
事
項
」
で
あ
る
。
こ
の
欄
に
は
「
被
害
の
程
度
、
被
害
品
の
還
付
状
況
、
被
害
者
に
対

す
る
謝
罪
及
び
弁
償
、
被
害
者
の
感
情
、
示
談
の
状
況
・
見
通
し
等
」
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
る
（
鶴
岡
健
一
ほ
か
「
被
害
に
関
す
る
調
査
と
保
護

的
措
置
」
調
研
紀
要
七
〇
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
頁
）。



一
六
三

少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
の
再
構
成
（
柴
田
）

（
44
）
田
邊
三
保
子
ほ
か
「〈
座
談
会
〉
少
年
事
件
に
お
け
る
被
害
者
調
査
に
つ
い
て
」
家
月
五
二
巻
一
二
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
二
頁
以
下
参
照
。
被

害
者
調
査
は
、
一
部
の
庁
で
実
施
さ
れ
て
い
た
業
務
上
過
失
致
死
傷
事
件
な
ど
の
被
害
者
等
に
対
す
る
書
面
照
会
を
の
ぞ
い
て
、
実
務
上
あ
ま
り

実
施
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
少
年
事
件
の
調
査
を
お
こ
な
う
に
あ
た
っ
て
被
害
者
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
つ

い
て
十
分
に
視
野
に
入
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
被
害
感
情
が
強
い
ほ
ど
処
遇
意
見
の
形
成
に
影
響
を
受
け
、
厳
罰
化
や
社
会
防
衛
の

観
点
が
強
ま
り
、
少
年
の
更
生
に
は
好
ま
し
く
な
か
っ
た
こ
と
、
第
三
に
、
被
害
者
か
ら
の
示
談
、
損
害
賠
償
の
仲
介
等
を
期
待
さ
れ
る
な
ど
民

事
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
を
回
避
す
る
こ
と
、
第
四
に
、
被
害
者
面
接
等
の
調
査
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
第
五
に
、
被

害
者
調
査
に
よ
り
被
害
者
に
忌
ま
わ
し
い
被
害
の
記
憶
を
思
い
出
さ
せ
、
い
た
ず
ら
に
精
神
的
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
危
険
が
あ
っ
た
こ
と
、
第
六

に
、
非
公
開
と
さ
れ
て
い
る
少
年
事
件
に
関
す
る
一
定
の
情
報
が
流
失
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
近
年
は
、

被
害
者
の
立
場
の
尊
重
に
よ
り
、
実
務
で
は
そ
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

（
45
）
被
害
者
調
査
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
少
年
に
対
し
て
、
被
害
者
の
身
体
的
・
財
産
的
被
害
だ
け
で
な
く
、
恐
怖
感
や
不
安
感
な
ど
の
精
神
的

被
害
を
含
め
た
被
害
者
の
状
況
な
ど
を
理
解
さ
せ
、
少
年
の
罪
障
感
や
被
害
者
へ
の
共
感
性
を
深
め
る
よ
う
教
育
的
・
福
祉
的
に
働
き
か
け
る
と

い
う
（
菊
池
正
史
ほ
か
「
被
害
者
調
査
の
方
法
と
結
果
の
活
用
に
つ
い
て
」
家
月
五
三
巻
八
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
六
三
頁
以
下
）。

（
46
）
田
邊
ほ
か
・
前
掲
注（
44
）
四
頁
。
中
園
武
彦
は
、
そ
の
目
的
に
「
非
行
理
解
や
要
保
護
性
判
断
の
資
料
収
集
」、「
保
護
的
措
置
の
前
提
と
な

る
被
害
状
況
、
被
害
感
情
の
把
握
」、「
被
害
者
調
査
の
副
次
的
効
果
と
し
て
の
被
害
感
情
の
緩
和
や
不
安
の
軽
減
」
を
挙
げ
る
（
中
園
武
彦
「
家

庭
裁
判
所
に
お
け
る
被
害
者
調
査
と
少
年
へ
の
か
か
わ
り
」
更
生
保
護
と
犯
罪
予
防
一
四
一
号
（
二
〇
〇
三
年
）
九
九
頁
以
下
参
照
）。

（
47
）
武
政
司
郎
ほ
か
「
少
年
事
件
に
お
け
る
保
護
的
措
置
に
つ
い
て
（
二
）
―
調
査
過
程
で
行
わ
れ
る
保
護
的
措
置
の
再
検
討
―
」
家
月
四
四
巻
五

号
（
一
九
九
二
年
）
一
三
一
頁
参
照
。
保
護
的
措
置
の
結
果
、
罪
障
感
が
覚
醒
さ
れ
、
被
害
者
へ
の
謝
罪
や
被
害
の
修
復
へ
の
意
識
が
芽
生
え
た

場
合
に
は
、
少
年
や
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
自
発
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
被
害
者
へ
の
謝
罪
・
被
害
の
修
復
に
む
け
た
働
き
か
け
・
後
押
し
を

す
る
よ
う
な
援
助
が
望
ま
し
い
と
い
う
（
菊
池
ほ
か
・
前
掲
注（
45
）
一
六
五
頁
）。

（
48
）
下
坂
節
男
ほ
か
「『
被
害
を
考
え
る
教
室
』
の
実
践
と
留
意
点
」
調
研
紀
要
七
六
号
（
二
〇
〇
三
年
）
四
四
頁
―
一
〇
〇
頁
、
宮
﨑
聡
ほ
か
「
被

害
を
考
え
る
教
室
に
つ
い
て
」
ケ
ー
ス
研
究
二
〇
〇
三
年
四
月
号
（
二
〇
〇
四
年
）
二
〇
一
頁
―
二
〇
九
頁
な
ど
。
ま
た
、
河
原
俊
也
「
少
年
審

判
の
運
営
」
法
教
四
二
三
号
（
二
〇
一
五
年
）
五
頁
―
六
頁
参
照
。

（
49
）
下
坂
ほ
か
・
前
掲
注（
48
）
四
四
頁
以
下
。



一
六
四

（
50
）
内
省
に
関
し
、
小
西
暁
和
「
少
年
法
上
の
『
内
省
』
概
念
」
高
橋
則
夫
ほ
か
編
『
野
村
稔
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』（
二
〇
一
五
年
、
成
文
堂
）

六
六
三
頁
以
下
。

（
51
）
守
屋=

斉
藤
編
集
代
表
・
前
掲
注（
5
）
四
三
頁
〔
斉
藤
豊
治
〕。
も
っ
と
も
、
内
省
の
対
象
は
被
害
者
や
地
域
社
会
と
の
関
係
だ
け
に
限
ら
れ

ず
、「
少
年
自
身
の
家
族
、
友
人
な
ど
に
与
え
た
苦
し
み
、
嘆
き
、
心
の
傷
」、「
国
家
的
、
法
的
な
反
応
」、「
社
会
や
国
家
の
否
定
的
な
反
応
が

も
た
ら
す
烙
印
や
自
分
の
将
来
に
与
え
る
否
定
的
な
影
響
に
よ
り
、
自
分
の
将
来
の
夢
、
希
望
の
実
現
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
」、「
そ
の
非
行
に
現

れ
た
自
分
の
行
動
傾
向
と
そ
の
基
礎
に
横
た
わ
る
も
の
の
考
え
方
、
性
格
等
の
問
題
点
」、「
過
去
、
現
在
、
未
来
の
家
族
、
友
人
等
と
の
関
係
」

な
ど
の
テ
ー
マ
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
同
四
三
頁
）。

（
52
）
田
宮=

廣
瀬
編
・
前
掲
注（
31
）
三
二
三
頁
―
三
二
四
頁
。

（
53
）
法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
『
平
成
二
九
年
版
犯
罪
白
書
』（
二
〇
一
七
年
）
一
二
一
頁
。

（
54
）
田
宮
＝
廣
瀬
編
・
前
掲
注（
31
）
三
二
三
頁
―
三
二
四
頁
も
同
旨
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

（
55
）
入
江
正
信
「
少
年
保
護
事
件
に
お
け
る
若
干
の
法
律
問
題
」
家
月
五
巻
七
号
（
一
九
五
三
年
）
一
二
頁
。

（
56
）
入
江
・
前
掲
注（
55
）
一
二
頁
。

（
57
）
今
中
道
信
「
少
年
保
護
事
件
に
お
け
る
不
告
不
理
」
家
月
四
巻
二
号
（
一
九
五
二
年
）
六
九
頁
。

（
58
）
今
中
・
前
掲
注（
57
）
六
九
頁
。

（
59
）
畠
山
勝
美
「
試
験
観
察
の
実
証
的
研
究
」
司
法
研
究
報
告
書
一
七
輯
二
号
（
一
九
六
六
年
）
一
一
頁
。

（
60
）
畠
山
・
前
掲
注（
59
）
一
一
頁
。

（
61
）
平
井
・
前
掲
注（
4
）
一
八
頁
―
一
九
頁
。

（
62
）
平
井
・
前
掲
注（
4
）
一
八
頁
―
一
九
頁
。

（
63
）
畠
山
・
前
掲
注（
59
）
一
一
頁
。

（
64
）
畠
山
・
前
掲
注（
59
）
一
一
頁
、
平
場
・
前
掲
注
（
六
）
六
九
頁
。

（
65
）
澤
登
・
前
掲
注（
3
）
一
四
六
頁
。

（
66
）
荒
木
伸
治
「
要
保
護
性
の
概
念
と
そ
の
機
能
」
警
察
研
究
五
九
巻
九
号
（
一
九
八
八
年
）
七
頁
。

（
67
）
な
お
、
こ
れ
に
は
将
来
の
行
動
予
測
に
関
す
る
懸
念
（
批
判
）
が
根
底
に
あ
る
が
、
論
者
が
要
保
護
性
概
念
に
含
め
る
「
矯
正
可
能
性
」
に
お



一
六
五

少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
の
再
構
成
（
柴
田
）

い
て
も
将
来
の
行
動
予
測
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
り
、
主
張
に
一
貫
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
68
）
廣
瀬
健
二
「
我
が
国
の
少
年
法
制
の
発
展
と
現
状
」
司
法
研
修
所
論
集
五
〇
周
年
特
集
号
二
巻
（
九
八
号
）（
一
九
九
七
年
）
三
八
七
頁
。

（
69
）
拙
稿
・
前
掲
注（
30
）
一
四
頁
。

（
70
）
拙
稿
・
前
掲
注（
30
）
二
四
頁
。

（
71
）
裾
分
・
前
掲
注（
1
）［
要
保
護
性
試
論
］
一
六
頁
。

（
72
）
平
井
・
前
掲
注（
4
）
一
八
頁
―
一
九
頁
。

（
73
）
平
井
の
定
義
は
「
保
護
処
分
に
よ
っ
て
」
と
し
て
い
る
の
で
、
少
年
院
送
致
決
定
の
判
断
だ
け
を
念
頭
に
置
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
よ
う
が
、
す
ぐ
後
で
確
認
す
る
と
お
り
、
そ
の
限
界
に
関
し
、
裾
分
と
同
様
の
設
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
年
院
送
致
決
定
の
判
断
だ
け

を
念
頭
に
置
い
て
い
る
も
の
と
解
す
る
。

（
74
）
裾
分
・
前
掲
注（
1
）［
要
保
護
性
試
論
］
一
六
頁
。

（
75
）
裾
分
・
前
掲
注（
1
）［
要
保
護
性
試
論
］
一
六
頁
。
な
お
、
犯
罪
的
危
険
性
（
累
非
行
性
）
に
つ
い
て
、
裾
分
は
、「
要
保
護
性
の
内
容
と
し
て

考
え
ら
れ
る
危
険
性
と
は
、
非
行
を
犯
す
可
能
性
が
客
観
的
、
主
観
的
諸
条
件
に
よ
つ
て
予
見
せ
ら
れ
る
状
態
又
は
性
状
を
意
味
す
る
も
の
と
解

す
る
。
幸
田
判
事
の
『
罪
を
犯
し
又
は
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
行
為
を
す
る
可
能
性
あ
る
人
格
的
性
状
』
と
い
う
も
、
或
い
は
又
内
藤
課
長
の
『
将

来
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
行
為
を
な
す
虞
の
あ
る
個
性
及
び
環
境
の
相
関
的
異
常
状
態
』
と
い
う
も
大
差
な
い
で
あ
ろ
う
。
条
文
は
『
性
格
又
は
環

境
に
照
ら
し
て
将
来
罪
を
犯
し
、
又
は
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
行
為
を
す
る
虞
の
あ
る
』
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
は
将
来
罪
を
犯
し
又

は
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
行
為
を
す
る
虞
あ
る
と
い
う
だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
な
く
、
も
つ
と
広
く
非
行
一
般
を
犯
す
虞
の
あ
る
こ
と
を
い
う
。」

と
説
明
し
て
い
る
（
一
六
頁
）。「
非
行
一
般
」
と
は
、「
将
来
、罪
を
犯
し
、又
は
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
行
為
」（
少
年
法
三
条
一
項
三
号
）
の
他
に
、

同
号
イ
な
い
し
ニ
に
規
定
さ
れ
た
問
題
行
動
も
含
め
て
定
義
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

（
76
）
平
井
・
前
掲
注（
4
）
一
八
頁
―
一
九
頁
。

（
77
）
裾
分
・
前
掲
注（
1
）［
要
保
護
性
試
論
］
二
一
頁
―
二
二
頁
。

（
78
）
裾
分
・
前
掲
注（
1
）［
要
保
護
性
試
論
］
二
二
頁
。

（
79
）
な
お
、
本
文
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、「
矯
正
可
能
性
」
や
「
保
護
相
当
性
」
に
代
え
て
、「
保
護
適
合
性
」（
少
年
の
犯
罪
的
危
険
性
を
除
去

す
る
た
め
に
必
要
な
手
当
と
現
実
の
処
遇
執
行
機
関
の
能
力
の
整
合
性
を
見
極
め
て
処
遇
選
択
す
る
概
念
）
を
要
保
護
性
の
内
容
と
す
る
考
え
方



一
六
六

（
澤
登
俊
雄
ほ
か
『
展
望
少
年
法
』（
一
九
六
八
年
、
啓
文
堂
）
三
一
三
頁
、
澤
登
・
前
掲
注（
3
）
一
四
五
頁
―
一
四
七
頁
）
も
提
唱
さ
れ
て
い

る
が
、「
保
護
不
能
」
と
い
う
規
範
的
指
標
を
判
断
す
る
際
に
行
動
科
学
的
な
見
地
か
ら
拘
束
す
る
意
図
が
あ
る
も
の
の
、
結
局
の
と
こ
ろ
、「
橋

正
可
能
性
」
と
同
様
の
位
置
づ
け
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
80
）
斉
藤
・
前
掲
注（
10
）
七
〇
五
頁
。

（
81
）
斉
藤
・
前
掲
注（
10
）
七
〇
五
頁
。

（
82
）
平
井
・
前
掲
注（
4
）
一
九
頁
。

（
83
）
平
井
・
前
掲
注（
4
）
一
九
頁
。

（
84
）
平
井
・
前
掲
注（
4
）
一
九
頁
。

（
85
）
岩
井
・
前
掲
注（
2
）
三
六
六
頁
。

（
86
）
斉
藤
・
前
掲
注（
10
）
七
〇
五
頁
。

（
87
）
た
と
え
ば
、
荒
木
・
前
掲
注（
66
）
七
頁
、
斉
藤
・
前
掲
注（
80
）
七
〇
五
頁
。

（
88
）
斉
藤
・
前
掲
注（
10
）
七
〇
五
頁
。

（
89
）
荒
木
・
前
掲
注（
66
）
一
三
頁
。

（
90
）
荒
木
・
前
掲
注（
66
）
一
四
頁
。

（
91
）
荒
木
・
前
掲
注（
66
）
一
四
頁
。

（
92
）
平
場
・
前
掲
注（
6
）
六
七
頁
。

（
93
）
斉
藤
・
前
掲
注（
10
）
六
九
九
頁
参
照
。

（
94
）See,H

ow
ard Zehr,Changing Lenses:A

 N
ew

 Focus for Crim
e and Justice,H

erald Press

（1990=1995

）pp.181

―186.

（
ハ
ワ
ー

ド
・
ゼ
ア
著
、西
村
春
夫
ほ
か
監
訳
『
修
復
的
司
法
と
は
何
か
―
応
報
か
ら
関
係
修
復
へ
―
』（
二
〇
〇
三
年
、新
泉
社
）
一
八
四
頁
―
一
八
八
頁
。）

（
95
）
田
宮=

廣
瀬
編
・
前
掲
注（
31
）
三
二
三
頁
―
三
二
四
頁
。

（
96
）
田
宮=

廣
瀬
編
・
前
掲
注（
31
）
三
二
三
頁
―
三
二
四
頁
。

（
97
）
た
と
え
ば
、
荒
木
・
前
掲
注（
66
）
七
頁
、
斉
藤
・
前
掲
注（
10
）
七
〇
五
頁
。

（
98
）
岩
井
宜
子
「
保
護
処
分
と
刑
事
処
分
の
関
係
に
つ
い
て
」
家
月
三
二
巻
一
二
号
（
一
九
八
〇
年
）
五
頁
。
渡
邊
一
弘
『
少
年
の
刑
事
責
任
―
年



一
六
七

少
年
法
に
お
け
る
要
保
護
性
概
念
の
再
構
成
（
柴
田
）

齢
と
刑
事
責
任
能
力
の
視
点
か
ら
』（
二
〇
〇
六
年
、
専
修
大
学
出
版
局
）
二
五
九
頁
―
二
六
〇
頁
・
二
七
二
頁
、
同
「
刑
法
と
少
年
法
の
関
係
―

責
任
の
要
件
を
め
ぐ
っ
て
」
澤
登
敏
雄
＝
高
内
寿
夫
編
著
『
少
年
法
の
理
念
』（
二
〇
一
〇
年
、
現
代
人
文
社
）
一
〇
八
頁
参
照
。

（
99
）
岩
井
・
前
掲
注（
98
）
五
頁
。

（
100
）
岩
井
・
前
掲
注（
98
）
五
頁
。

（
101
）
岩
井
・
前
掲
注（
98
）
五
頁
。

（
102
）
武
内
・
前
掲
注（
5
）
一
一
四
頁
参
照
。

（
103
）
平
場
・
前
掲
注（
6
）
六
九
頁
、
畠
山
・
前
掲
注（
59
）
一
一
頁
、
田
宮=

廣
瀬
編
・
前
掲
注（
31
）
三
九
頁
。

（
104
）
平
場
・
前
掲
注（
6
）
六
九
頁
、
田
宮=

廣
瀬
編
・
前
掲
注（
31
）
三
九
頁
。

（
105
）
た
と
え
ば
、
東
京
高
決
昭
和
五
八
・
一
二
・
五
家
月
三
六
巻
七
号
一
〇
三
頁
〔
普
通
乗
用
自
動
車
の
無
免
許
運
転
を
お
こ
な
っ
た
少
年
に
対
し

て
中
等
少
年
院
送
致
決
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
関
す
る
抗
告
審
決
定
〕。

（
106
）
本
問
を
考
え
る
に
あ
た
り
、特
殊
詐
欺
の
事
案
が
想
定
さ
れ
る（
松
原
里
美
ほ
か「
特
集　

現
代
型
非
行
の
処
遇
―
特
殊
詐
欺
を
素
材
と
し
て〈
座

談
会
〉」
家
庭
の
法
と
裁
判
一
四
号
（
二
〇
一
八
年
）
四
頁
以
下
）。
具
体
的
に
は
、
詐
欺
の
被
害
額
が
大
き
い
が
、
少
年
自
体
は
ア
ル
バ
イ
ト
感

覚
で
受
け
子
や
出
し
子
を
引
き
受
け
た
も
の
で
、
非
行
歴
が
な
く
、
学
校
に
も
し
っ
か
り
と
通
っ
て
い
る
場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

（
107
）
山
名
学
「
少
年
審
判
と
非
行
事
実
」
調
研
紀
要
五
二
号
（
一
九
八
七
年
）
六
一
頁
―
六
二
頁
。
笠
井
勝
彦
は
、「
非
行
事
実
は
審
判
の
対
象
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
容
、
態
様
等
が
要
保
護
性
と
併
存
す
る
要
件
と
し
て
保
護
処
分
の
要
否
の
判
断
や
種
類
選
択
に
直
接
的
に
関
係
す
る

こ
と
」
と
し
て
い
る
（
笠
井
勝
彦
「
保
護
処
分
の
選
択
決
定
に
お
け
る
非
行
事
実
の
持
つ
機
能
」
家
月
三
七
巻
六
号
（
一
九
八
五
年
）
一
一
一
頁
）。

（
108
）
山
名
・
前
掲
注（
107
）
五
一
頁
―
六
〇
頁
。

（
109
）
山
名
・
前
掲
注（
107
）
五
一
頁
―
六
〇
頁
。

（
110
）
廣
瀬
・
前
掲
注（
68
）
三
八
七
頁
。

（
111
）
岩
井
・
前
掲
注（
2
）
三
六
九
頁
。

（
長
崎
総
合
科
学
大
学
共
通
教
育
部
門
准
教
授
）




